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2

一
般
質
問

　

本
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、

２
人
の
方
か
ら
次
の
２
項
目
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
町
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

質
問
者
及
び
内
容

☆
小
田
達
雄
議
員

○
奈
古
地
区
農
業
の
将
来
像
に
つ

　

い
て

☆
白
松
博
之
議
員

〇
中
村
地
区
の
浸
水
被
害
防
止
対

　

策
に
つ
い
て

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
６
・

　

７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

◆
阿
武
町
空
き
家
等
の
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

空
き
家
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
が
平
成
27
年
５
月
に

全
面
施
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に

合
わ
せ
て
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

◆
阿
武
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
も
の

で
、
１
点
目
は
最
高
裁
の
判
決
を

踏
ま
え
、
個
人
住
民
税
、
法
人
住

民
税
及
び
事
業
税
に
係
る
延
滞
金

の
計
算
期
間
等
に
つ
い
て
、
国
税

に
お
け
る
延
滞
税
の
計
算
期
間
等

の
見
直
し
に
準
じ
た
改
正
、
２
点

目
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
自
主
服
薬
）
推
進
の
た
め
、
医

療
用
か
ら
転
用
さ
れ
た
医
薬
品
、

い
わ
ゆ
る
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬

品
の
医
療
費
控
除
の
特
例
の
創
設

に
伴
う
条
項
の
整
備
。
３
点
目

は
、
こ
れ
ま
で
台
湾
と
の
貿
易
に

つ
い
て
は
租
税
条
約
が
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
昨
年
11
月
に「
日
台

民
間
租
税
取
り
決
め
」が
締
結
さ

れ
、
今
年
５
月
の
関
係
政
令
の
公

布
を
受
け
て
、
今
回
、
特
例
適
用

利
子
等
の
額
ま
た
は
特
例
適
用
配

当
等
の
額
を
、
町
民
税
の
算
定
に

用
い
る
総
所
得
金
額
に
加
え
る
た

め
、
条
文
を
改
正
す
る
も
の
。

◆
阿
武
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
日
台
民
間
租
税
取
り
決
め
」

に
関
係
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
も
の
で
、
国
民
健
康

保
険
税
の
算
定
に
用
い
る
総
所
得

金
額
に
特
例
適
用
利
子
等
の
額
ま

た
は
特
例
適
用
配
当
等
の
額
を
加

え
る
た
め
、
条
文
を
改
正
す
る
も

の
。

◆
阿
武
町
教
育
長
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　

小
田
武
之
教
育
長
の
任
期
満
了

に
伴
う
後
任
委
員
の
任
命
で
、
平

成
27
年
４
月
１
日
施
行
の
地
方
教

育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
教

育
長
と
教
育
委
員
長
を
一
本
化
し

た
教
育
長
を
置
き
、
任
命
に
つ
い

て
は
、
議
会
の
同
意
を
得
て
、
地

方
公
共
団
体
の
長
が
任
命
す
る
も

の
。
な
お
、
今
回
か
ら
教
育
長
の

任
期
は
１
期
３
年
に
。

◆
阿
武
町
教
育
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　

小
田
武
之
委
員
及
び
小
田
正
紀

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
後
任
委

員
の
任
命
で
、
法
律
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
教
育
委
員
長
と
教
育
長

が
一
本
化
さ
れ
、
教
育
長
と
し
て

の
教
育
委
員
は
、
教
育
長
以
外
か

ら
後
任
を
任
命
す
る
こ
と
と
な

り
、
任
命
に
つ
い
て
、
議
会
の
同

意
を
得
て
、
地
方
公
共
団
体
の
長

が
任
命
す
る
も
の
。
な
お
、
教
育

委
員
会
委
員
の
任
期
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
じ
く
１
期
４
年
。

◆
阿
武
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

砂
川
利
和
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
後
任
委
員
の
選
任
で
砂
川
委

員
の
再
任
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◆
平
成
28
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
回
）

　

今
回
の
補
正
額
は
、
９
５
９
万

４
０
０
０
円
の
増
額
で
、
補
正
後

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
３

１
億
７
２
２
８
万
６
０
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
の
主
な
も
の

　

歳
出
は
、
全
体
に
わ
た
り
８
月

の
人
事
異
動
を
は
じ
め
、
昨
年
の

人
事
院
勧
告
に
伴
う
期
末
勤
勉
手

当
の
支
給
率
の
変
更
や
共
済
掛
金

の
負
担
率
の
変
更
等
に
伴
う
人
件

費
の
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
費
は
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金

の
収
入
増
に
伴
う
ふ
る
さ
と
振
興

基
金
へ
の
積
立
金
の
増
額
。
徴
税

費
で
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
機
構
か
ら
提
供
さ
れ
る
軽
自
動

車
の
課
税
の
た
め
の
検
査
情
報
の

利
用
手
数
料
ほ
か
。

　

民
生
費
は
、
受
診
困
難
な
在
宅

の
要
介
護
者
を
対
象
に
訪
問
歯
科

健
診
を
実
施
す
る
「
後
期
高
齢
者

訪
問
歯
科
健
診
事
業
」
の
新
規
計

上
、
後
期
高
齢
者
の
日
帰
り
人
間

ド
ッ
ク
の
受
診
見
込
み
者
数
の
増

に
よ
る
委
託
料
の
増
額
ほ
か
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
農
業
費
で

農
事
組
合
法
人
う
も
れ
木
の
郷
の

四
つ
葉
サ
ー
ク
ル
の
豆
腐
製
造
機

の
補
助
に
係
る
「
農
山
漁
村
女
性

企
業
育
成
事
業
」
の
新
規
計
上
。

　

林
業
費
は
、
森
林
経
営
計
画
面

積
及
び
施
業
集
約
化
促
進
の
事
業

量
の
増
加
に
伴
う
林
業
事
業
体
へ

の
地
域
活
動
支
援
交
付
金
の
増

額
。

　

水
産
業
費
は
、
新
規
漁
業
就
業

者
生
活
・
生
産
基
盤
整
備
事
業
負

担
金
を
補
助
金
に
組
み
替
え
県
費

平成28年
第３回議会定例会
（９月５日～20日）

平成28年
第３回議会定例会
（９月５日～20日）

　平成28年第３回議会定例会が、９月５日
から20日までの会期16日間で開かれ、提出
議案12件、同意３件、全員協議会での報告
３件がいずれも慎重に審議され、原案どおり
可決または承認されました。
　このうち、一般会計補正予算（第２回）で
は、町民センター図書館等設計委託料など
959万4,000円を増額計上しています。



○
福
賀
高
齢
者
福
祉
複
合
施
設
敷

地
造
成
工
事
（
２
７
０
０
万
円

･
㈲
吉
岡
土
建
）

◆
寄
附
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て

　

１
０
０
万
円
以
上
の
寄
附
の
採

納
に
つ
い
て
の
報
告
。

3

町民センター図書館等設計委託料３２４万円

一般会計総額
　９５９万４,０００円増額補正で
予算総額は
　３１億７,２２８万６,０００円に

の
組
み
替
え
の
ほ
か
、
一
般
単
独

道
路
事
業
費
で
町
道
畠
田
柳
尾
線

道
路
改
良
工
事
に
伴
う
移
転
補
償

費
の
調
査
業
務
委
託
料
な
ど
の
新

規
計
上
ほ
か
。

　

消
防
費
は
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
作
成
業
務
に
係
る
設
計

単
価
等
の
変
更
に
伴
う
委
託
料
の

増
額
計
上
。

　

教
育
費
は
、
要
保
護
及
び
準
要

保
護
児
童
及
び
特
別
支
援
教
育
就

学
奨
励
費
の
該
当
生
徒
の
追
加
に

よ
る
増
額
、
町
民
セ
ン
タ
ー
内
に

図
書
館
及
び
史
料
館
的
機
能
を

持
っ
た
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た

め
の
設
計
委
託
料
及
び
町
民
セ
ン

タ
ー
開
館
20
周
年
事
業
の
講
演
会

開
催
に
係
る
委
託
料
の
新
規
計
上

ほ
か
。

　

諸
支
出
金
は
、
柳
尾
分
譲
宅
地

の
用
地
と
し
て
Ｊ
Ｒ
用
地
の
購
入

に
係
る
分
筆
登
記
等
の
委
託
料
の

新
規
計
上
。

を
含
め
て
増
額
す
る
ほ
か
、
宇
田

大
敷
事
業
の
開
始
に
伴
う
３
人
分

の
雇
用
定
着
の
た
め
の
研
修
費
等

の
補
助
金
の
新
規
計
上
ほ
か
。

　

土
木
費
は
、
土
木
積
算
シ
ス
テ

ム
に
係
る
使
用
料
の
増
額
の
ほ

か
、
過
疎
対
策
道
路
事
業
費
で
町

道
東
方
筒
尾
線
道
路
改
良
事
業
の

工
事
請
負
費
と
公
有
財
産
購
入
費

６
つ
の
特
別
会
計
を
補
正

■
平
成
28
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
事
業
勘
定
）

　

職
員
給
料
ほ
か
の
減
額
で
す
。

（
補
正
額
２
２
５
万
７
０
０
０
円

の
減
額
・
予
算
総
額
６
億
６
８
８

６
万
円
）

■
平
成
28
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）

　

工
事
請
負
費
ほ
か
の
増
額
で

す
。（
補
正
額
１
０
２
万
３
０
０
０

円
の
増
額
・
予
算
総
額
６
７
６
８

万
３
０
０
０
円
）

■
平
成
2
8
年
度
阿
武
町
介
護
保

険
事
業

　

償
還
金
利
子
及
び
割
引
料
ほ
か

の
増
額
で
す
。（
６
２
０
万
８
０
０

０
円
の
増
額
・
予
算
総
額
６
億
８

１
５
０
万
８
０
０
０
円
）

■
平
成
28
年
度
阿
武
町
簡
易
水
道

事
業

　

修
繕
料
ほ
か
の
増
額
で
す
。（
補

正
額
３
４
７
万
円
の
増
額
・
予
算

総
額
６
億
９
万
９
０
０
０
円
）

■
平
成
28
年
度
阿
武
町
農
業
集
落

排
水
事
業

　

委
託
料
の
増
額
で
す
。（
補
正
額

９
７
万
２
０
０
０
円
の
増
額
・
予

算
総
額
７
５
５
４
万
９
０
０
０
円
）

■
平
成
28
年
度
漁
業
集
落
排
水
事

業
　

委
託
料
の
増
額
で
す
。（
補
正
額

６
４
万
８
０
０
０
円
の
増
額
・
予

算
総
額
５
３
５
３
万
４
０
０
０
円
）

◆
平
成
27
年
度
阿
武
町
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

 

平
成
27
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
を
は
じ
め
、
７
つ

の
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
承
認
を
求
め
、

全
会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

 

財
政
健
全
化
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
27
年
度
決
算
に
お
け
る

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
次
の

５
件
の
概
要
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
阿
武
町
公
営
住
宅
（
尾
無
畑
団

地
）
新
築
工
事
に
伴
う
設
計
・

工
事
監
理
業
務
（
５
６
３
万
７

６
０
０
円
・
㈱
金
子
信
建
築
事

務
所
）

○
町
道
長
浜
西
ヶ
畑
線
道
路
改
良

工
事
（
２
５
３
８
万
円
・
阿
武

建
設
㈱
）

○
阿
武
町
の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
太

陽
光
発
電
設
備
工
事
（
２
４
８

４
万
円
･
日
進
電
気
工
事
㈱
）

○
阿
武
町
立
福
賀
中
学
校
校
舎
解

体
工
事
（
３
１
３
２
万
円
･
㈲

吉
岡
土
建
）

阿武町町民センター

校舎解体工事中の福賀中学校跡地

現
地
踏
査

　

岡
田
橋
の
町
営
住
宅
、
町
道
長

浜
西
ヶ
畑
線
、
町
道
元
浦
平
原
線

の
３
箇
所
を
踏
査
し
ま
し
た
。阿武町公営住宅（岡田橋団地）

A棟新築工事

９
月
５
日
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消防救急事務委託事業 
過疎対策道路事業 
公営住宅整備事業 
塵芥処理対策事業 
防災拠点再生エネルギー導入事業 
保育所運営事業 
２５災公共土木施設災害復旧事業 
清ヶ浜清光苑空調設備等改修事業 
老人福祉施設入所措置費 
多面的機能支払交付金事業 
中山間地域等直接支払交付金事業 
生活介護給付事業 
企業誘致推進事業
福祉医療扶助事業 
消防経費  

一般会計「平成27年度事業」ベスト15
（単位：千円）

順位
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５

116,142
103,979
84,877
62,990
57,035
56,260
51,493
48,816
44,116
38,099
38,037
36,403
35,596
32,839
28,555

事　　　　　業　　　　　名 事業費

平成27年度に
町民1人あたりに使った金額は

※平成28年3月末現在
　　　人口　3,550人

（一般会計 平成27年度末現在）

平成27年度　一般会計歳入歳出決算額款別構成図
歳入　33億4,359万6,965円歳出　29億8,206万1,869円

民生費
704,286,129円

農林水産業費
308,909,009円 

総務費
711,505,924円 

平成27年度　一般会計及び特別会計決算額表

予算に対
する執行率

国民健康保険事業（事業勘定）
国民健康保険事業（直診勘定）
後期高齢者医療事業
介 護 保 険 事 業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
漁業集落排水事業

一　般　会　計

合　　　計

特　

別　

会　

計

予算に対
する収納率決 算 額予 算 額 決 算 額予 算 額

収支差引
残　　額

歳　　　　　　入
会　　計　　名

歳　　　　　　出
（単位：円）

土木費
301,215,454円 

労働費　439円
諸支出金　2,868円
議会費　13,448円
商工費　15,079円
災害復旧費　15,567円
消防費　43,348円
教育費　46,791円

総額
840,017円

総務費
200,424円

民生費
198,390円

農林水産業費　87,017円

土木費　84,849円

公債費　72,782円

衛生費　59,015円

地方特例交付金
415,000円
繰入金
　30,000円

利子割交付金　679,000円
交通安全対策特別交付金　858,000円
株式等譲渡所得割交付金　1,439,000円

配当割交付金　1,470,000円
自動車取得税交付金　7,698,000円

寄附金　8,768,201円
分担金及び負担金　22,429,787円

財産収入　27,534,370円
諸収入　28,819,284円

地方譲与税　33,169,000円
使用料及び手数料　57,028,576円
地方消費税交付金　63,309,000円

町債　143,200,000円
県支出金　245,368,046円
国庫支出金　282,150,435円

3,302,361,950 
718,171,000 
59,464,000 
74,085,000 
654,514,000 
59,711,000 
80,529,000 
30,426,000 

4,979,261,950 

3,343,596,965
721,212,754
58,043,612
72,957,364
633,172,458
56,875,938
78,168,873
29,333,523

4,993,361,487

101.25%
100.42%
97.61%
98.48%
96.74%
95.25%
97.07%
96.41%
100.28%

3,302,361,950 
718,171,000 
59,464,000 
74,085,000 
654,514,000 
59,711,000 
80,529,000 
30,426,000 

4,979,261,950 

2,982,061,869
661,983,521
57,996,134
72,919,013
628,516,726
56,846,646
78,088,675
29,327,943

4,567,740,527

90.30%
92.18%
97.53%
98.43%
96.03%
95.20%
96.97%
96.39%
91.74%

361,535,096
59,229,233

47,478
38,351

4,655,732
29,292
80,198
5,580

425,620,960

公債費
258,377,025円 

繰越金
416,871,199円

平成2７年度の決算概要

衛生費
209,501,598円 

教育費
166,108,333円 

町税
290,336,067円

諸支出金　10,182,061円 
議会費　47,741,047円 
商工費　53,530,499円 
災害復旧費　55,261,670円 
消防費
153,884,120円 

労働費
1,559,000円 

地方交付税
1,712,024,000円
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行により、平成１９年度決算から健全化判断比率及び公営企
業会計の資金不足比率の算定・公表が義務づけられました。
　平成２7年度決算に基づく阿武町の健全化判断比率及び資金不足比率は次のとおりです。いずれの比率も早期
健全化基準、経営健全化基準を大きく下回っており、健全な財政状況にありますが、引き続き効率的な財政運営
に努めていきます。

　町では、町の財政状況を町民のみなさんにより詳しく知っていただくため、国の作成基準（基準モデル）に準
拠した発生主義、複式簿記の導入による財務４表を作成しました。
　なお、作成した財務４表は、阿武町のホームページにも掲載していますのでご覧ください。

阿武町の健全化判断比率・資金不足比率の公表について

阿武町（普通会計）財務諸表の公表について

（単位：％）

（単位：％）

健全化判断比率

①実 質 赤 字 比 率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将 来 負 担 比 率

阿武町の
健全化率
－
－
2.2
－

※１
※２

※３

対象公営企業会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
漁業集落排水事業特別会計

算定結果
－
－
－

経営健全化基準

２０．０

早期健全化基準
（注意指数）

１５．０
２０．０
２５．０
３５０．０

財政再生基準
（危険指数）
２０．０
３0．０
３５．０

※１　実質赤字比率は、普通会計で3億2,341万円
（15.4%）の黒字であるため該当する数値（赤字
額）がないことを表します。

※２　連結実質赤字比率は、全会計で3億8,749万
円（18.5%）の黒字であるため該当する数値（赤字
額）がないことを表します。

※３　将来負担比率は、将来負担すべき負債が充
当可能な財源で賄えることから該当する数値
（実質的な将来負担額）がないことを表します。

　公営企業に係る３つの特別会計については、い
ずれも資金不足が生じていないため該当する数値
（資金不足額）がないことを表します。

○資金不足比率

○健全化判断比率

○貸借対照表

1.金融資産 13.0%
（1）資金 
（2）未収金 
（3）貸付金 
（4）その他債権 
（5）貸倒引当金 
（6）有価証券 
（7）出資金 
（8）基金・積立金 
（9）その他の投資 
 
2.非金融資産 87.0%
（1）事業用資産 
（2）インフラ資産 
（3）繰延資産 
資産合計 100.0%

2,437,238
370,881
6,729

0
0

-720
4,000
42,267

2,005,867
8,214

16,296,410
8,469,569
7,826,840

0
18,733,647

1.流動負債 1.4%
（1）地方債（短期） 
（2）賞与引当金 
（3）その他 
 
2.非流動負債 12.0%
（1）地方債 
（2）退職給付引当金 
（3）その他 
 
負債合計 13.4%
　　 純資産の部 
 
純資産合計 86.6%
  
負債及び純資産合計 100.0％ 

260,782
225,622
25,815
9,346

2,249,623
1,833,733
415,890

0

2,510,405

16,223,242

18,733,647

資産の部 金　額 負債の部 金　額

○行政コスト計算書

2,560,258
553,004
327,518
225,487

1,114,464
78,161
352,631
171,368
35,912
379,989
96,404

36,511
24,932
11,579

856,278
239,041
370,809
213,497
32,931

105,148
66,648
38,500

2,455,109

経常費用 100.0%
1.人にかかるコスト 21.6%
（1）議員歳費・職員給料 
（2）その他 
 
2.物件費・経費 43.5%
（1）消耗品費 
（2）減価償却費（事業用資産） 
（3）維持補修費 
（4）その他物件費 
（5）委託費 
（6）その他経費 
 
3.業務関連費用 1.4%
（1）公債費（利払分） 
（2）その他の業務関連費用等 
 
4.移転支出 33.4%
（1）他会計への移転支出 
（2）補助金等移転支出 
（3）社会保障関連費等移転支出 
（4）その他の移転支出 
 
　　　　　経常収益 
1.業務収益 
2.業務関連収益 
純経常行政コスト 
（経常費用 - 経常収益） 

　企業の損益計算書にあたるもので、町の
行政サービスに費やしたコストと、これら
のサービスに対し直接の対価として得られ
た財源を対比した表

※表示金額は千円単位となっており、四捨五入
　のため合計金額に齟齬が生じます。

　　　　　　　　現在、町がどれくらいの土地や建物、現金などの資産
を有しており、それがどのような財源で賄われてきたかを示す表

○純資産変動計算書

期首純資産残高 
 
純経常行政費用 
直接資本減耗
　　　（インフラ資産） 
 
財源調達 
　税収 
　社会保険料 
　移転収入
　　（他会計移転収入） 
　移転収入（補助金等） 
　移転収入（その他移転収入） 
  
その他変動 
 
期末純資産残高 

16,288,341

-2,455,109
-281,670

2,669,779
397,766

0
0

2,240,815
31,198

1,900

16,223,242

 金　額

　　　　　　　　　　
町の純資産の１年間の変動を表した表

○資金収支計算書

1.経常的収支 
　　経常的支出 
　　経常的収入 
 
2.資本的収支 
　　資本的支出 
　　資本的収入 
 
3.財務的収支 
　　財務的支出 
　　財務的収入 
 
当期収支  
期首資金残高 
期末資金残高 

588,903
2,185,941
2,774,844

-529,062
537,744
8,682

-113,950
266,495
152,546

-54,109
424,989
370,881

 金　額

　　　　　　　　　 歳計現金（資
金）の出入りの情報を、「経常的収
支」「公共資産整備収支」「投資・財
務的収支」の３つに区分し表した表 
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Ａ　

高
齢
化
に
伴
い
ア
ル
バ
イ
ト
方

　
　

式
の
就
業
形
態
も
考
え
て
い
る

　
　

阿
武
町
の
特
産
で
あ
る
キ
ウ
イ

Q　

フ
ル
ー
ツ
栽
培
の
後
継
者
対
策

　
　

に
つ
い
て

で
、
集
落
営
農
組
織
を
設
立

す
る
に
し
て
も
、
大
変
難
し

い
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

う
す
る
と
町
が
中
心
と
な
っ

て
音
頭
を
取
り
、
公
社
等
を

設
立
す
る
こ
と
が
必
要
と
思

う
が
町
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

町
長　

農
地
の
集
約
化
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
が
、
農
用

地
は
個
人
の
財
産
で
あ
る
の

で
、
所
有
者
が
対
象
農
地
を

将
来
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お

ら
れ
る
か
意
向
調
査
を
し
た

い
。
な
お
、
公
社
の
よ
う
な

方
法
で
は
経
営
が
難
し
い
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
新
た
な

農
事
組
合
法
人
の
設
立
や
認

定
農
業
者
に
農
地
の
利
用
集

積
、
経
営
を
お
願
い
し
た

い
。

問　

平
成
25
年
に
、
山
口
県

北
部
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨

は
、
惣
郷
地
区
や
久
瀬
原
地

区
、
そ
し
て
中
村
地
区
で
は

床
上
・
床
下
浸
水
な
ど
多
く

の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

中
村
地
区
の
浸
水
被
害
は

今
回
だ
け
で
は
な
く
、
平
成

９
年
に
も
同
様
の
被
害
が
発

生
し
て
い
る
。

　

25
年
災
害
か
ら
す
で
に
３

年
を
経
過
し
て
い
る
が
、
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
っ
て
き
た
の
か
。

　

災
害
時
の
避
難
経
路
を
確

保
す
る
た
め
に
、
亀
山
十
王

道
線
の
拡
幅
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
、
ま
ず
は
生
命
と
財

産
を
守
る
に
は
、
中
村
地
区

福
田
中
央
線
の
浸
水
被
害
を

防
ぐ
対
策
が
優
先
さ
れ
る
べ

き
と
考
え
る
。
大
規
模
な
工

事
よ
り
も
、
早
急
に
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
に
、
大
井
川

の
堆
積
土
砂
を
取
り
除
き
、

流
れ
を
よ
く
す
る
対
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長　

25
年
災
害
の
被
害
状

況
を
受
け
、
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
中
村
地
区
に
お

け
る
排
水
計
画
の
検
討
を
実

白松博之  議員

問

問　

町
内
、
特
に
奈
古
・
宇

田
郷
地
区
に
お
い
て
耕
作
放

棄
地
（
遊
休
農
地
）
が
増
え

て
い
る
よ
う
だ
が
、
阿
武
町

の
農
業
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
お
ら
れ
る
か
。

町
長　

米
価
の
下
落
や
経
営

安
定
対
策
に
お
け
る
米
の
直

接
払
い
の
廃
止
が
決
定
さ
れ

る
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
っ
て
い
る
こ
と
は
十
分
把

握
し
て
い
る
。
耕
作
放
棄
地

も
農
地
の
回
復
が
可
能
な
Ａ

判
定
が
21
・
６
ha
で
昨
年
に

比
べ
10
・
６
ha
増
加
し
て
い

る
。
ま
た
建
設
機
械
等
を
利

用
し
な
い
と
回
復
が
困
難
な

Ｂ
判
定
は
１
４
４
・
９
ha
も

町
内
に
あ
り
、
国
と
し
て
も

農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る

支
援
な
ど
い
ろ
い
ろ
対
策
を

立
て
て
い
る
。

問　

奈
古
の
中
心
部
に
お
い

て
も
耕
作
放
棄
地（
遊
休
農

地
）
が
増
え
、
そ
れ
が
目

立
っ
て
い
る
。
農
地
の
有
効

活
用
や
農
業
の
振
興
の
た
め

農
地
の
集
約
化
や
法
人
化
が

必
要
と
思
う
が
、
農
地
の
所

有
者
ま
た
は
耕
作
者
が
こ
の

地
域
で
は
点
在
し
て
い
る
の

施
し
た
。

　

対
策
案
に
つ
い
て
は
、
①

ポ
ン
プ
に
よ
る
強
制
排
水
の

方
法
。
②
大
口
径
管
の
宇
田

地
ま
で
の
地
下
埋
設
方
法
。

③
片
田
・
新
田
地
区
で
の
耕

作
地
貯
留
施
設
の
３
案
を
抽

出
し
た
。
こ
れ
ら
を
解
析
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
効
果
の

確
認
を
行
い
、
経
済
性
・
施

工
性
・
維
持
管
理
性
等
か
ら

比
較
、
評
価
・
判
定
を
行
っ

た
が
、
浸
水
低
減
効
果
は
あ

る
も
の
の
、
多
大
な
建
設
費

や
維
持
管
理
費
と
共
に
、
急

激
な
排
水
は
下
流
へ
の
影
響

も
予
想
さ
れ
、
い
ず
れ
も
実

施
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　

25
年
災
害
以
降
、
毎
年
県

に
大
井
川
の
河
川
改
修
を
要

望
し
て
い
る
が
、
県
に
確
認

を
し
た
と
こ
ろ
、
土
砂
が
多

く
堆
積
し
、
水
の
流
れ
が
悪

い
状
態
で
あ
れ
ば
取
り
除
き

は
可
能
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。
た
だ
、
町
と
し
て
は
堆

積
土
砂
の
取
り
除
き
だ
け
で

は
よ
く
な
ら
ず
、
流
れ
を
良

く
す
る
た
め
に
は
、
新
生
付

近
か
ら
の
河
床
を
下
げ
、
河

川
勾
配
を
取
ら
な
く
て
は
解

決
し
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
下
流
へ
の
影
響
も
予

想
さ
れ
、
拡
幅
等
も
視
野
に

入
れ
た
河
川
改
修
が
必
要
と

考
え
て
い
る
の
で
、
今
後　

一
般
質
問  

第
3
回
定
例
会  

9
月
5
日

Q　

中
村
地
区
浸
水
被
害
防
止
対
策

　
　

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
対
策
は

小田達雄  議員

町
長

問

町
長

耕作放棄地（釜屋）

Q　

奈
古
地
区
の
農
業
の
将
来
像
に

　
　

つ
い
て

Ａ　

耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
対
し

　
　

意
向
調
査
を
実
施
す
る

　
　

浸
水
被
害
の
解
消
に
は
、
大
井

Ａ　

川
の
河
川
改
修
が
必
要
と
考
え

　
　

て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
県
へ

　
　

要
望
を
行
う

問　

阿
武
町
の
特
産
で
あ
る

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
栽
培
も

高
齢
化
等
か
ら
生
産
者
・
生

産
量
共
に
減
少
の
傾
向
に
あ

る
が
そ
の
対
策
を
問
う
。

町
長　

果
樹
の
み
で
の
経
営

は
大
変
厳
し
い
の
で
法
人
の

構
成
員
が
果
樹
栽
培
の
担
い

手
と
し
て
就
業
す
る
方
法
な

ど
、
就
業
者
に
も
有
利
な
方

法
の
検
討
も
必
要
と
考
え

る
。
ま
た
、
昨
年
作
成
し
た

阿
武
町
版
総
合
戦
略
（
選
ば

れ
る
町
づ
く
り
）
の
中
で
多

様
な
働
き
方
の
施
策
と
し
て

４
分
の
１
ワ
ー
ク
ス
を
提
案

問

町
長

問

し
て
お
り
、
季
節
ご
と
の
ア

ル
バ
イ
ト
方
式
の
仕
事
と
し

て
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
担

い
手
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と

も
期
待
し
て
い
る
。

町
長
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阿
武
町
空
き
家
等
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　

条
例
を
「
審
議
会
の
組

織
及
び
運
営
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
は
規
則
で
定
め
る
」

と
な
っ
て
い
た
も
の
を
、
改

正
で
は
、「
町
長
が
別
に
定
め

る
」に
な
ぜ
改
正
す
る
の
か
。

答　

新
た
な
事
案
が
発
生
す

る
度
に
、
条
例
変
更
を
し
な

く
て
良
い
た
め
。

阿
武
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

問　

市
販
さ
れ
て
い
る
風
邪

薬
で
も
医
療
費
控
除
の
対
象

に
な
る
の
か
。

答　

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬

品※

で
あ
れ
ば
支
払
っ
た
金

額
か
ら
10
万
円
を
差
引
い
た

金
額
が
１
万
２
０
０
０
円
を

超
え
た
場
合
、
上
限
８
万
８

０
０
０
円
ま
で
が
控
除
の
対

象
と
な
る
。

平
成
28
年
度
阿
武
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
２
回
）

問　

相
続
財
産
管
理
人
選
任

申
立
事
務
委
託
料
の
内
容
は
。

答　

固
定
資
産
税
納
付
義
務

者
の
死
亡
に
よ
り
、
そ
の
相

続
人
が
相
続
放
棄
を
し
た
こ

と
か
ら
相
続
財
産
管
理
人
を

選
任
し
、
固
定
資
産
税
を
徴

収
し
た
委
託
料
。

問　

漁
業
乗
組
員
定
着
促
進

事
業
補
助
金
は
ど
の
よ
う
な

補
助
金
か
。

答　

宇
田
郷
の
定
置
網
に
、

新
規
就
業
者
と
し
て
従
事
す

る
３
人
の
研
修
費
な
ど
の
補

助
。

問　

山
陰
道
の
進
捗
状
況
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

答　

山
陰
道
整
備
促
進
決
起

大
会
で
、
木
与
付
近
を
含
め

た
３
区
間
の
早
期
の
着
工
が

決
議
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り

区
間
別
の
要
望
活
動
か
ら
、

道
路
期
成
同
盟
会
を
主
軸
と

し
た
連
携
を
し
て
、
全
区
間

着
工
で
の
要
望
活
動
を
行
う

こ
と
に
な
り
、
一
歩
も
二
歩

も
前
進
し
て
い
る
。

問　

町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
館

等
設
計
委
託
料
の
事
業
全
体

の
概
要
は
。

答　

県
内
の
市
町
で
唯
一
図

書
館
が
無
い
こ
と
な
ど
か

問問

中野祥太郎  委員長

ハザードマップ

ら
、
町
民
セ
ン
タ
ー
内
に
図

書
館
と
併
せ
て
史
料
館
を
整

備
す
る
事
業
。
図
書
館
が
１

８
０
㎡
、
史
料
館
が
80
㎡
の

規
模
で
、
総
工
事
費
が
１
億

円
相
当
に
な
る
。
ま
た
、
年

間
の
維
持
費
は
９
０
０
万
円

前
後
を
想
定
し
て
い
る
。
図

書
数
は
３
万
か
ら
３
万
５
０

０
０
冊
を
計
画
し
て
お
り
、

県
内
図
書
館
か
ら
本
を
借
用

出
来
る
よ
う
協
議
を
行
い
、

利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
豊
か

で
住
み
よ
い
文
化
の
町
に
ふ

さ
わ
し
い
図
書
館
に
し
た
い
。

平
成
28
年
度
阿
武
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
回
）

問　

簡
易
水
道
事
業
経
営
戦

略
プ
ラ
ン
策
定
業
務
委
託
料

の
概
要
は
。

答　

地
方
交
付
税
の
交
付
要

件
と
し
て
、
国
か
ら
簡
易
水

道
の
経
営
・
運
営
、
財
産
管

理
な
ど
の
計
画
を
、
28
年
度

中
ま
で
に
策
定
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
た
た
め
に
作
成
す

る
も
の
。
委
託
先
は
町
の
財

務
諸
表
作
成
の
委
託
を
し
て

い
る
業
者
を
計
画
し
てい
る
。

平
成
28
年
度
阿
武
町
漁
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
回
）

問　

奈
古
地
区
漁
業
集
落
排

水
施
設
保
全
改
修
工
事
の
設

計
業
務
委
託
料
の
概
要
は
。

答　

各
制
御
盤
の
老
朽
化
に

伴
い
、
施
設
が
使
用
で
き
な

く
な
る
の
で
、
そ
の
制
御
盤

の
詳
細
な
設
計
を
委
託
す
る

も
の
。

平
成
27
年
度
阿
武
町
各
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

問　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
特
別
事
業
の
今
後
の
方

向
性
と
展
開
は
。

答　

職
員
の
共
通
認
識
の
向

上
を
図
り
、
各
課
と
の
横
断

的
な
体
制
に
努
め
た
い
。
ま

た
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の

観
点
か
ら
も
自
治
会
の
協
力

が
非
常
に
重
要
と
考
え
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
町
内
の
若

者
、
農
事
組
合
法
人
、
婦
人

会
な
ど
各
団
体
に
も
参
画
い

た
だ
き
、
見
え
る
化
を
充
分

に
図
り
、
オ
ー
ル
阿
武
町
で

事
業
を
進
め
る
体
制
に
し
た

い
。
最
終
数
値
目
標
は
、
①

「
多
様
な
住
ま
い
を
提
供
す

る
」
で
は
、
住
ま
い
の
提
供

数
を
50
軒
以
上
増
や
す
。
②

「
多
様
な
働
き
方
を
実
現
す

る
」
で
は
、
新
た
に
就
業
者

を
40
人
増
や
す
。
③「
多
様

な
つ
な
が
り
を
育
む
」
で

は
、
活
動
人
口
を
延
べ
３
５

０
人
増
や
す
、
と
し
て
い
る
。

問　

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
金

の
利
用
状
況
は
。

答　

交
付
申
請
を
さ
れ
た
方

は
１
７
８
人
で
、
利
用
さ
れ

　

も
強
く
県
に
要
望
を
し
て

い
く
。

問　

25
年
災
害
時
に
は
防
災

無
線
に
よ
る
避
難
誘
導
や
浸

水
を
知
ら
せ
る
放
送
も
な

か
っ
た
が
、
福
賀
地
区
独
自

の
災
害
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

災
害
防
止
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
つ
い
て
は
、
複
雑
多
様

化
す
る
自
然
災
害
に
対
し

「
阿
武
町
地
域
防
災
計
画
基

本
編
」
を
策
定
し
、
定
期
的

に
見
直
し
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
今
年
度
中
に
「
土
砂
災

害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
更

新
し
全
戸
に
配
布
す
る
こ
と

を
計
画
し
て
い
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
「
自
助
・
共

助
・
公
助
」
の
基
本
理
念
に

基
づ
き
、
地
域
の
こ
と
は
地

域
で
考
え
る
と
い
う
原
点
に

立
ち
返
り
、
住
民
相
互
の
助

け
合
い
の
必
要
性
を
強
く
感

じ
て
い
る
。

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告

9
月
12
・
13
日
開
催

答

問問問問 答答答答

答問問答 答

問問 答

答

た
枚
数
は
１
９
１
８
枚
（
一

人
当
り
約
10
枚
程
度
使
用
）

で
あ
っ
た
。

問　

キ
ジ
ハ
タ
を
ブ
ラ
ン
ド

化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

答　

キ
ジ
ハ
タ
の
漁
獲
は
30

㎝
以
上
の
も
の
と
定
め
ら
れ

て
お
り
、
漁
獲
量
が
少
な
い

た
め
ブ
ラ
ン
ド
化
ま
で
至
っ

て
い
な
い
。
漁
獲
量
が
増
え

た
時
点
で
検
討
し
た
い
。

問　

第
４
期
の
中
山
間
協
定

数
の
状
況
は
。

答　

第
３
期
に
対
し
て
、
奈

古
地
区
が
１
協
定
、
宇
田
郷

地
区
が
２
協
定
、
福
賀
地
区

が
２
協
定
の
合
計
５
協
定
が

減
少
し
て
い
る
。
但
し
、
福

賀
地
区
に
つ
い
て
は
、
統
合

に
よ
る
も
の
で
実
質
３
協
定

減
少
し
た
。

問　

歳
入
の
町
税
に
つ
い

て
、
前
年
度
に
比
べ
法
人
税

が
１
１
０
０
万
円
減
少
し
て

い
る
要
因
は
。

答　

１
法
人
に
お
い
て
、
大

規
模
な
設
備
投
資
を
行
っ
た

こ
と
か
ら
課
税
所
得
が
減
少

し
た
た
め
。

問　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
収

支
は
。

答　

寄
附
額
８
２
５
万
円
に

対
し
て
、
返
礼
品
の
経
費
に

５
４
０
万
円
の
費
用
が
か
か

り
、
収
支
差
額
は
２
８
５
万

円
で
あ
っ
た
。

町
長

問

問答問答問問 答答

※

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
：
以
前
は
医
薬
品
で
あ
っ
た
も
の
が
、
市
販
薬
と
し
て
薬
局
で
も
買
え
る
よ
う
販
売
が
許
可
さ
れ
た
も
の
。
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秋の全国交通安全運秋の全国交通安全運動（９月２１日～３０日）（９月２１日～３０日）
●交通安全パレード　　９月●交通安全パレード　　９月2121日　　●阿武町交通安全大会　９月日　　●阿武町交通安全大会　９月2828日

県警音楽隊が交通安全県警音楽隊が交通安全
啓発パフォーマンス啓発パフォーマンス
県警音楽隊が交通安全
啓発パフォーマンス

　秋の全国交通安全運動が９月21日～30日
までの10日間、全国一斉に展開されまし
た。阿武町では期間中、朝と夕方に国道な
どの危険箇所での街頭指導や交通安全自動
車パレードなどを実施しました。
　特に28日は、８回目となる「阿武町交通
安全大会」を町民センター文化ホールで開
催し、住民ら約400人が参加しました。大
会では、開会宣言に続き中村町長が「大会
を契機に交通事故の重大性を再認識して、
交通事故のない安全･安心なまちづくりを
推進したい」とあいさつ。松本萩警察署長
のあいさつ、優良運転者らの表彰、交通安
全作文の発表に続き、山口県交通安全母の
会阿武支部の林 輝美さんにより読み上げ
られた交通安全宣言が、満場一致で採択さ
れました。
　式典終了後、交通安全教室や県警音楽隊
による吹奏楽演奏とカラーガードが行われ
たほか、白バイの展示、ＪＡＦ（日本自動車
連盟）の協力による時速５kmの衝撃体験
コーナーなどが設置され、体験した小中学
生らは衝突の衝撃の大きさに驚いていまし
た。

ご協力ありがとうございました。ご協力ありがとうございました。ご協力ありがとうございました。

秋の全国交通安全運動（９月２１日～３０日）
●交通安全パレード　　９月21日　　●阿武町交通安全大会　９月28日

サイン！右よし！

お似合いです！

動体視力検査

県警音楽隊の演奏

白バイ乗車待ちも

時速5kmの衝撃を体験

大会式典のようす

反射材も大人気

「お酒を飲んだら
車に乗らないでね！」

交通事故のない
安全・安心な町づくりを
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表
彰
席

【
町
表
彰
（
阿
武
町
交
通
安
全
対

策
協
議
会
長
表
彰
）】

●
交
通
安
全
功
労

★
小
田
健
治
（
東
方
）

【
県
表
彰
（
県
警
本
部
長
・
県
交

通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰
）】

●
優
良
運
転
者

★
小
野　

昇
（
河
内
）

【
地
区
表
彰
（
萩
警
察
署
長
・
萩

交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰
）】

●
優
良
運
転
者

★
小
田
秀
夫
（
宇
久
）

★
宮
本
典
子
（
野
柳
）

★
石
橋
崇
功
（
宇
田
浦
）

★
兒
玉
清
昭
（
宇
田
中
央
）

★
松
原
知
道
（
新
田
）

【
協
会
長
表
彰
（
萩
交
通
安
全
協

会
長
表
彰
）】

●
交
通
安
全
功
労

★
小
野
道
雄
（
上
郷
）

●
優
良
運
転
者

第
12
回　

阿
武
町（
郡
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
17
回　

山
口
県
ス
プ

リ
ン
ト
水
泳
競
技
大
会

第
41
回
日
隈
翁
記
念

　
　

萩
近
郷
柔
道
大
会

★
小
野
百
合
子
（
河
内
）

★
水
津
秋
男
（
木
与
）

★
長
山
保
子
（
東
方
）

★
宮
﨑
貴
美
惠
（
美
咲
）

★
金
﨑
知
夫
（
尾
無
畑
）

★
金
子
美
穂
（
宇
田
浦
）

★
市
河
憲
良
（
下
東
郷
）

★
末
舛
俊
雄
（
森
見
藤
）

★
池
田　

誠
（
宇
生
賀
中
央
）

★
大
谷　

巖
（
飯
谷
）

★
堀
山
み
ち
子
（
栃
原
）

●
標
語
の
部
（
銀
賞
）

『
交
通
安
全 
守
る
あ
な
た
が 

守

ら
れ
る
』

★
稲
川
理
子
（
阿
武
中
３
年
）

表彰を受ける小田健治さん

９
月
24
日　

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
あ

ぶ
（
64
人
参
加
）                                                 

★
優　

勝　

吉
村　

勇（
福
賀
）

★
準
優
勝　

白
石
修
照（
宇
田
郷
）

★
第
３
位　

市
原　

正（
福
賀
）          

９
月
25
日　

萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク
武
道
館

【
小
学
２
年
生
男
女
混
合
無
差
別

の
部
】

★
優　

勝　

末
益
鼓
一（
水
ヶ
迫
）

★
第
３
位　

上
田
怜
央（
水
ヶ
迫
）

【
小
学
４
年
生
男
子
40
㎏
以
下
級
】

★
準
優
勝　

上
田
陽
葵（
水
ヶ
迫
）

10
月
２
日　

山
口
き
ら
ら
博
記
念

公
園
プ
ー
ル

【
小
学
５
･
６
年
の
部
】

男
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

★
準
優
勝　

酒
巻　

成
（
寺
東
）

　

※
大
会
新
記
録
16
秒
31

【
小
学
２
年
以
下
の
部
】

男
子
50
ｍ
自
由
形

★
優　

勝　

酒
巻
俐
生
（
寺
東
）

男
子
50
ｍ
平
泳
ぎ

★
準
優
勝　

酒
巻
俐
生
（
寺
東
）

男
子
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

★
３　

位　

酒
巻
俐
生
（
寺
東
）

　

※
大
会
新
記
録
46
秒
57

入賞されたみなさん

（
敬
称
略
）

『
自
転
車
競
技
大
会
で

　
　
　
　
　

学
ん
だ
こ
と
』

福賀小６年
池埜正登志
（金社）

『
阿
武
町
か
ら

　
　

事
故
の
な
い
世
界
へ
』

阿武小６年
吉屋隆太
（美浜）

『
け
っ
し
て
忘
れ
な
い
』

阿武中３年
稲川理子
（水ヶ迫）

交通安全作文を発表

平
成
28
年
度 

優
良
運
転
者
・
優
良
団
体
表
彰（
敬
称
略
）

11月は「過重労働解消キャンペーン」期間です
　業務と脳･心臓疾患の発症との関連性が強まるとされ
る過重な長時間労働は削減し、年次有給休暇の取得促
進など労使の取組を進めましょう。
◆過重労働解消相談ダイヤル
　11月６日（日）９時～17時 ☎０１２０－７９４－７１３（無料）
　労働局の担当官が相談に対応しますのでご利用くだ
さい。
◆問い合わせ　山口労働局監督課 ☎０８３－９９５－０３７０
役場総務課企画広報係　kikaku@town.abu.lg.jp

〈９月の寄附者〉
【２万円】岡嵜　雄平 様
　　　　　　　　（兵庫県）
※許可をいただいた方のみ掲載し
ています。

ふるさと納税（寄附金）
ありがとう
ございます

　｢町民一人ひとりの人権が尊重された心豊かな地域社会｣の実現のた
めに町内各地区で人権学習講座を開催します。
学習講座第１弾　宇田郷地区
◆日時　11月8日（火）　14:30～16:00
◆場所　阿武町ふれあいセンター　多目的ホール
◆講師　山口こころの医療センター　加来　洋一 氏
◆演題　災害時における心のケア
◆問い合わせ　阿武町教育委員会　☎２－０５０１

｢阿武町人権を考える集い｣学習講座開催
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み
ど
り
保
育
園
に
通
う
園
児
が
、
外

国
人
青
年
と
日
常
的
に
英
語
で
ふ
れ
あ

い
を
持
つ
中
で
、
自
然
に
異
文
化
や
ネ

イ
テ
ィ
ブ
な
英
語
の
言
語
感
覚
を
身
に

つ
け
、
国
際
化
に
対
応
で
き
る
人
材
育

成
を
目
的
に
、
10
月
１
日
か
ら
ア
ン

ジ
ー
・
C
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
さ
ん
が
初
登

園
。「
ア
ン
ジ
ー
」
先
生
と
し
て
働
き

始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
回
で
５
年
目
を
迎
え
る

町
単
独
の
招
致
事
業
で
カ
ナ
ダ
の
ビ

シ
ョ
ッ
プ
ス
大
学
と
協
定
を
結
び
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う
就
業
体
験
生

と
し
て
受
け
入
れ
る
も
の
で
、
期
間
は

10
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
約
10
ヶ
月

間
。
ア
ン
ジ
ー
さ
ん
は
５
人
目
の
先
生

と
な
り
ま
す
。

　

１
日
の
初
登
園
に
あ
わ
せ
保
育
園
で

は
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
。
子
ど
も

た
ち
か
ら
冠
と
メ
ダ
ル
、
そ
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
全
員
の
名
前
入
り
写
真

が
手
渡
さ
れ
、
ア
ン
ジ
ー
さ
ん
も
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
と
握
手
を
し
て
回

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
英
語
に
慣
れ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
積
極
的
に
ア
ン
ジ
ー
先
生
に
質
問

を
し
、
簡
単
な
単
語
の
答
え
を
し
っ
か

り
と
理
解
し
て
い
ま
し
た
。

　

阿
武
町
の
魅
力
づ
く
り
の
た
め
に

も
、
今
後
の
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
保
育
園
で
働
く
意
気
込
み
を
お
願

い
し
ま
す

A
．
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
た
く
さ
ん

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
、
お

し
ゃ
べ
り
し
た
り
し
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
子
ど
も
た
ち
に
は
英
語
を
教
え
る

だ
け
で
は
な
く
、
外
国
の
文
化
な
ど
も

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
阿
武
町
の
み
な
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー

ジA
．
カ
ナ
ダ
と
の
文
化
の
違
い
が
大
き

い
こ
と
や
新
し
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
学

び
た
く
て
、
日
本
に
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
そ
し
て
以
前
保
育
園
に
お
世
話
に

な
っ
た
ゾ
エ
先
生
や
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
先

生
に
阿
武
町
の
人
は
と
て
も
優
し
い
と

聞
い
て
、
私
も
阿
武
町
で
英
語
を
教
え

る
と
と
も
に
日
本
語
を
も
っ
と
勉
強
し

た
い
と
思
っ
て
来
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
出
身
地　

カ
ナ
ダ 

ケ
ベ
ッ
ク
州

●
誕
生
日　

９
月
17
日
（
24
歳
）

●
身
長　

約
１
６
０
㎝

●
家
族　

４
人
家
族
２
人
姉
妹
の
長
女

●
趣
味　

本
を
読
む
こ
と
（
ハ
リ
ー

ポ
ッ
タ
ー
が
好
き
、
が
ば
い
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
授
業
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ

り
ま
す
）

●
好
き
な
食
べ
物　

か
わ
ら
そ
ば

●
こ
と
ば　

英
語
の
ほ
か
、
日
本
語
・

ド
イ
ツ
語
を
勉
強
中

よろしくね！

好きな動物は？

歓迎の大合唱

〜
阿
武
町
立
み
ど
り
保
育
園　

外
国
人
青
年
招
致
事
業
〜

ア
ン
ジ
ー
・
C
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン

　
　
　
　
　

先
生
を
紹
介
し
ま
す
！
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ナ
イ
ス
ス
ロ
ー
！

ナ
イ
ス
ス
ロ
ー
！

みんなの飲み物は
マイカップで
みんなの飲み物は
マイカップで

一
輪
車
の
扱
い
も

　
　

お
手
の
も
の

一
輪
車
の
扱
い
も

　
　

お
手
の
も
の

ナイス
ショット

ナイス
ショット

もう足が
…！

もう足が
…！

ゴール☆ゴール☆

良い飲みっぷり
！

良い飲みっぷり
！

激走激走

はい、チーズはい、チーズ

それいけー！
　入れー！

それいけー！
　入れー！

宇田
郷地区　９／２５

阿武小･中合同　９／１
０

スポーツの秋！！
各地区で行われている運動会
を写真で紹介します。

あんたはよー行
かんにゃ。笑

あんたはよー行
かんにゃ。笑

リ
ー
ル
と
仲
良
く

リ
ー
ル
と
仲
良
く

爆走爆走

見事な

千鳥足
見事な

千鳥足

熾烈な争い熾烈な争い

親子仲良く親子仲良く
大将同士の
　　熱い戦い

大将同士の
　　熱い戦い

軽々跳び箱を越えて軽々跳び箱を越えて

お
願
い
！

お
願
い
！

任
せ
て
！

任
せ
て
！

女
同
士
も

真
剣
勝
負

女
同
士
も

真
剣
勝
負 ピ

ラ
ミ
ッ
ド

　
　

見
事
完
成

ピ
ラ
ミ
ッ
ド

　
　

見
事
完
成ノ

リ
ノ
リ
応
援
合
戦

ノ
リ
ノ
リ
応
援
合
戦

イッチニッ！
 イッチニッ！

イッチニッ！
 イッチニッ！

ゴ
ー
ル
テ
ー
プ

　
　

は
目
前
！

ゴ
ー
ル
テ
ー
プ

　
　

は
目
前
！



12

木
与
八
幡
宮
の
式
年
大
祭
か
ら
10
年
。

　

25
年
ご
と
に
来
る
大
祭
を
待
ち
き
れ
ず
、
木
与
地
区
で
は
秋
祭
り

演
芸
大
会
を
企
画
。
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
住
民
自
ら
が
一

芸
を
披
露
し
ま
し
た
。
18
組
も
の
演
芸
と
、
無
料
屋
台
の
お
も
て
な

し
。「
こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
待
っ
ち
ょ
っ
た
！
」
と
の
声
の
中
で
、

木
与
な
ら
で
は
の
祭
り
は
盛
況
の
内
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
、
帰
り

が
け
に
観
覧
者
が
一
言
。「
や
っ
ぱ
り
木
与
が
サ
イ
コ
ー
い
ね
！
」

名司会が笑いの
渦を巻き起こす翌23日には神輿も

婦人会による総踊り（花笠音頭）

ひょっとこ踊りに
観覧者大爆笑

フラダンスで会場を魅了巫女の舞の奉納

世界観抜群の歌謡劇「岸壁の母」
私が撮影するの 舞踊

「南部蟬しぐれ」

衣装もピッタリ
「米つぶの詩」

体形も揃えてくるさすがの
仕上がり「葉っぱ隊踊り」

「木与なぎさファームみんなの歌」
を本邦初公開

二人羽織でおいしく
ケーキをいただく

やきとりもサービス！

や
っ
ぱ
り
木
与
が
最
高
い
ね
！

や
っ
ぱ
り
木
与
が
最
高
い
ね
！

や
っ
ぱ
り
木
与
が
サ
イ
コ
ー
い
ね
！

９月22日９月22日
木与八幡宮木与八幡宮
９月22日
木与八幡宮
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任
期
満
了
に
伴
う

新
教
育
長
の
任
命
と

教
育
長
が
兼
ね
て
い

た
教
育
委
員
を
新
た

に
任
命
す
る
た
め
、

阿
武
町
議
会
９
月
定

例
会
で
任
命
の
同
意

が
行
わ
れ
、
10
月
3

日
に
役
場
公
室
で
町

長
か
ら
任
命
書
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
教
育
長
に

は
小
田
武
之
氏
、
教

育
委
員
に
は
、
小
田

正
紀
氏
が
再
任
さ

れ
、
新
た
に
田
原
俊

子
氏
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
方
教

育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
教
育
長
と
教

育
委
員
長
が
一
本
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
新

制
度
に
お
け
る
教
育
長
の
任
期
は
３
年
、
教
育
委
員
の

任
期
は
４
年
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
教
育
長
職
務
代
理
者
と
し
て
現
教
育
委
員
の

市
原
旭
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
県
立
萩
高
等
学
校
合
唱
部
が
10
月
８
日
に
東
京
都
の

N
H
K
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
第
83
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出
場
し
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
10
月
29
日
に
香
川
県
県
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る

「
第
69
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
向
け
て
追
い
込
み

練
習
を
し
て
い
ま
す
。
同
部
に
は
阿
武
町
出
身
者
も
９
人
在

籍
し
て
お
り
、
副
部
長
の
木
村
香
菜
さ
ん
（
宇
生
賀
中
央
出

身
）
は
「
ま
ず
は
楽
し
む
こ
と
。
そ
し
て
結
果
と
い
う
よ
り

は
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
最
高
の
演
奏
を
す
る
こ
と
が
一
番

の
目
標
で
す
。
後
輩
に
も
、
部
員
55
人
で
乗
る
全
国
の
舞
台

を
し
っ
か
り
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

萩
高
校
合
唱
部
の
阿
武
町
出
身
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
出
身
校
）

【
３
年
】
木
村
香
菜（
福
賀
中
）、
工
藤
孝
明（
福
賀
中
）、

　
　
　
　
藤
田
美
穂（
福
賀
中
）

【
２
年
】
池
埜
紘
太
郎（
福
賀
中
）、
高
橋
芽
生（
阿
武
中
）、

　
　
　
　
高
橋
瑠
生（
阿
武
中
）、
増
田
菜
々
子（
福
賀
中
）

【
１
年
】
末
益
泰
仁（
阿
武
中
）、
中
村
龍
人（
阿
武
中
）

　

山
口
県
P
T
A

連
合
会
主
催
の
平

成
28
年
「
た
の
し

い
子
育
て
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
三
行
詩

コ
ン
ク
ー
ル
が
開

催
さ
れ
、
一
般
の

部
で
黒
川
慶
子
さ

ん
（
中
村
）
が
最

優
秀
賞
（
会
長

賞
）
を
受
賞
し
ま

し
た
。

 

ま
た
、
小
学
校

の
部
で
は
小
野
俊

介
く
ん
（
福
賀
小
３
年
）
が
優
秀
賞
、
小
野
裕

咲
く
ん
（
福
賀
小
６
年
）
が
優
良
賞
を
受
賞
。

10
月
16
日
に
サ
ン
ビ
ー
ム
や
な
い
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
家
庭
教
育
の
大
切
さ
や

命
の
大
切
さ
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
三
行
詩
を

毎
年
募
集
す
る
も
の
で
、
今
年
は
５
８
７
作
品

も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

受
賞
に
際
し
黒
川
さ
ん
は
、「
初
め
て
の
応
募

で
、
受
賞
を
知
っ
た
と
き
は
素
直
に
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
〝
生
ま
れ
て
き
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
〞
と
子
ど
も
に
は
伝
え
て

い
て
、
そ
の
気
持
ち
を
詩
に
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
み
な
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
、
子
育
て
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

【
黒
川
さ
ん
の
作
品
を
裏
表
紙
に
掲
載
し
て
い

ま
す
】

教
育
長
に
小
田
武
之
氏

教
育
委
員
に

　

小
田
正
紀
氏（
再
任
）

　

田
原
俊
子
氏（
新
任
）を
任
命

教育委員
田原俊子(河内)

任期H28.10.1～H32.9.30

教育委員
小田正紀(宇田中央)
任期H28.10.1～H32.9.30

教育長
小田武之(宇久)

任期H28.10.1～H31.9.30

全国の舞台で羽ばたけ
萩高合唱部！

阿武町出身者９人も、
全国大会出場へ

萩高合唱部阿武町出身メンバー

県PTA連合会主催「たのしい子育てキャンペーン」三行詩コンクール
福賀の黒川慶子さんが最優秀賞、小野俊介くん、小野裕咲くんも入賞

右
か
ら
小
野
裕
咲
く
ん
、

　
　
　

黒
川
慶
子
さ
ん
、

　
　
　

小
野
俊
介
く
ん



14

山・海・里Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題

　

平
成
23
年
に
阿
武
町
で
開
催
さ
れ
た
「
山
口
国
体
障
害
者

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
」
を
記
念
し
、
障
害
者
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
交
流
大
会
が
10
月
2
日
、
阿
武
小
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
、
阿
武
町
シ
ニ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
全
4
チ
ー
ム

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
大
会
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
を
は
じ
め
、
阿
武
中
野
球
部
有
志
な
ど
多
く
の
人
が
大

会
を
支
え
、
選
手
の
全
力
プ
レ
ー
に
は
声
援
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
試
合
を
終
え
た
あ
と
選
手
ら
は
「
ま
た
来
年
も
楽
し
み

で
す
ね
」
と
互
い
に
声
を
掛
け
合
っ
て
い
ま
し
た
。

【
優
秀
選
手
】

　
　

福
栄
レ
デ
ィ
ー
ス　
　

村
田
百
合
子
選
手

　
　

西
京
ス
タ
ー
ズ　
　
　

池
永
智
宏　

選
手

　
　

山
口
県
選
抜
チ
ー
ム　

中
村　

司　

選
手

　
　

阿
武
町
シ
ニ
ア　
　
　

岩
本　

清　

選
手

【
試
合
結
果
】

　
　

西
京
ス
タ
ー
ズ　
　
　

０
ー
９　

福
栄
レ
デ
ィ
ー
ス

　
　

阿
武
町
シ
ニ
ア　
　
　

４
ー
５　

山
口
県
選
抜
チ
ー
ム

　
　

山
口
県
選
抜
チ
ー
ム　

６
ー
２　

福
栄
レ
デ
ィ
ー
ス

　
　

西
京
ス
タ
ー
ズ　
　
　

６
ー
７　

阿
武
町
シ
ニ
ア

　

や
ま
ぐ
ち
ブ
ラ
ン
ド
に
登
録
さ
れ
、
県
下
で
は
福
賀
で
し

か
生
産
さ
れ
て
い
な
い
「
福
賀
の
南
水
」
が
９
月
20
日
町
内

給
食
に
登
場
し
ま
し

た
。
給
食
前
に
は
阿
武

小
３
年
生
教
室
で
、
福

賀
梨
生
産
組
合
の
水
津

組
合
長
が
出
前
講
座
を

実
施
。
児
童
は
南
水
の

お
い
し
さ
の
秘
密
や
地

産
･
地
消
へ
の
理
解
を

深
め
た
上
で
、
甘
い
梨

を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
〝
奈
古
の
天
神

様
〞
菅
原
神
社

（
東
方
）の
秋
祭
り

が
９
月
24
・
25
日

の
２
日
間
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
今

年
舞
を
奉
納
し
た
の
は
、
阿
武
小
１
年
の
小
野
桜
花
さ
ん

（
河
内
）、
小
野
結
香
さ
ん（
寺
東
）、
金
﨑
凛
さ
ん（
水
ヶ
迫
）

と
、
白
石
仁
花
さ
ん（
水
ヶ
迫
）の
４
人
。
巫
女
の
舞
保
存
会

の
指
導
の
も
と
、
９
月
１
日
か
ら
約
３
週
間
ほ
ぼ
毎
日
練
習

を
重
ね
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

24
日
夜
は
菅
原
神
社
の
鳥
居
の
前
で
、
25
日
は
奈
古
町
内

を
ま
わ
り
、
疫
病
防
止
と
五
穀
豊
穣
を
願
い
ま
し
た
。

　

阿
武
町
筒
尾
に
あ
る
山
口
県
第
２
外
海
栽

培
漁
業
セ
ン
タ
ー
で
育
て
ら
れ
た
、
高
級
魚

キ
ジ
ハ
タ
の
稚
魚
を
海
へ
放
流
し
定
着
を
図

る
種
苗
放
流
事
業
が
９
月
23
日
、
奈
古
の
鹿
島
周
辺
お
よ
び

尾
無
漁
港
の
２
箇
所
で
行
わ
れ
３
０
０
０
尾
が
阿
武
の
海
へ

放
流
さ
れ
ま
し
た
。
放
流
さ
れ
た
稚
魚
は
全
長
約
50
㎜
で
、

あ
ら
か
じ
め
設
置
さ
れ
て
い
る
魚
礁
〝
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
〞
に

入
る
姿
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

阿武町育ちキジハタの
稚魚を海に放流

阿武町キジハタ種苗放流事業

阿武町育ちキジハタの
稚魚を海に放流

阿武町キジハタ種苗放流事業

キジハタの稚魚を放流

笑顔と白球の交流、これからも！
第5回「おいでませ！山口国体
記念障害者ソフトボール

交流大会」

　

９
月
27
日
に
阿
武
町

町
民
セ
ン
タ
ー
文
化

ホ
ー
ル
で
、
萩
・
阿
武

地
区
英
語
暗
唱
・
弁
論

大
会
が
行
わ
れ
管
内
の

中
学
生
31
人
が
練
習
の

成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

阿
武
町
か
ら
は
暗
唱

の
部
に
小
野
海
晴
く
ん

（
阿
武
中
２
年
）
と
中
村

翔
真
く
ん
（
阿
武
中
１

年
）
の
２
人
が
出
場
。

言
葉
に
抑
揚
を
つ
け
た

り
手
振
り
も
交
え
な
が

ら
暗
唱
を
行
い
、
夏
休
み
か
ら
練
習
を
し
て
き
た

成
果
を
存
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

英語暗唱、身振り手振りと表情で
萩・阿武地区英語暗唱・弁論大会

手振りをまじえて
左、小野海晴くん
右、中村翔真くん

巫女の舞巫女の舞

南水のおいしさを
説明する水津組合長
南水のおいしさを
説明する水津組合長

南
水
の
お
い
し
さ
を
伝
え
ま
す

　
　

「
福
賀
の
南
水
」
が
学
校
給
食
に
登
場

南
水
の
お
い
し
さ
を
伝
え
ま
す

　
　

「
福
賀
の
南
水
」
が
学
校
給
食
に
登
場

伝
統
の
巫
女
の
舞
を
披
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
神
社
秋
祭
り

伝
統
の
巫
女
の
舞
を
披
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
神
社
秋
祭
り

西京スターズ 山口県選抜チーム

阿武町シニア 福栄レディース

さ
く
ら

り
ん

ゆ
い　

か

に　
　
か

お
い
し
！
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あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場総務課企画広報係（☎2̶3111）　E-mail : kikaku02@town.abu.lg.jp

携帯電話カメラ撮影OKな場面も携帯電話カメラ撮影OKな場面も

足踏みしながらしりとり足踏みしながらしりとり

 

実
力
派
シ
ン
ガ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
平
原
綾
香
さ
ん
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
10
月
８
日
、
阿
武
町
町
民
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
５
０
０
人
が
伸
び
の
あ
る
歌
声
と
か
わ
い
ら

し
い
ト
ー
ク
に
聴
き
惚
れ
ま
し
た
。

　
「
愛
」
が
テ
ー
マ
の
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
と
し
て
全
国
を

巡
っ
て
い
る
平
原
綾
香
さ
ん
は
、
25
箇
所
目
と
し
て
初
め
て

阿
武
町
を
訪
問
。
豪
華
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
平
原
さ
ん
の
た
め

に
書
き
下
ろ
し
た
恋
の
歌
・
愛
の
歌
を
は
じ
め
、
大
ヒ
ッ
ト

曲
「Jupiter

」
な
ど
17
曲
を
熱
唱
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
世
界
的
に
大

ヒ
ッ
ト
し
た
フ
ァ
レ
ル
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
「H

A
P
P
Y

」
を
歌
う
際
に
は
、

客
席
も
総
立
ち
で
ペ
ン
ラ

イ
ト
や
手
振
り
で
ダ
ン
ス

を
共
有
。
会
場
一
体
と
な

り
な
が
ら
、
コ
ン
サ
ー
ト

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

力強く美しい歌声と
愛らしい人柄にうっとり
町民センター開館20周年記念

｢平原綾香コンサートツアー2016｣

力強く美しい歌声と
愛らしい人柄にうっとり
町民センター開館20周年記念

｢平原綾香コンサートツアー2016｣
 

10
月
４
日
に
阿
武
町
町
民
セ
ン
タ
ー
で
一
般
介
護
予
防
事

業
「
か
ら
だ
と
頭
の
健
康
づ
く
り
」
〜
健
康
寿
命
延
伸
と
介

護
予
防
〜
が
行
わ
れ
、
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
臨
床
研
究
セ
ン

タ
ー
予
防
医
学
研
究
室

研
究
員
の
同
道
正
行
さ

ん
が
講
演
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
認
知
症

予
防
の
た
め
の
運
動
と

し
て
、
足
踏
み
を
し
な

が
ら
ペ
ア
で
し
り
と
り

を
す
る
と
い
う
よ
う
に

〝
２
つ
の
異
な
る
作
業
を
同
時
に
行
う
〞、「
デ
ュ
ア
ル
タ
ス

ク
」
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
が
実
践
し
ま
し
た
。

認
知
症
予
防
運
動
は

デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
が
大
切
！

か
ら
だ
と
頭
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
講
演

認
知
症
予
防
運
動
は

デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
が
大
切
！

か
ら
だ
と
頭
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
講
演

　

10
月
10
日
に
福
賀
亀
尻
で
〝
自
然
探
訪
と
き

の
こ
狩
り
〞
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
秋
の
恒
例

行
事
と
な
り
根
強
い
フ
ァ
ン
も
多
い
同
イ
ベ
ン

ト
に
は
、
県
内
外
か
ら
１
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
阿
武
町
森
林
組
合
会
長
の
木
村
誠
さ
ん
が

「
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
少
し
で
も
山
の
良
さ
・
木
の
良
さ
を

感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
。
参
加
者
に
は
子
ど
も

連
れ
も
多
い
な
か
張
り
切
っ
て
山
を
散
策
し
、
き
の
こ
の
採

取
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
飯
ご
う
炊

飯
で
作
る
む
か
ご
炊
き

込
み
ご
飯
と
、
森
林
組

合
特
製
の
な
め
こ
汁
が

振
る
舞
わ
れ
、
山
の
中

で
食
べ
る
ご
ち
そ
う
に

お
か
わ
り
も
続
出
。
食

事
後
は
松
茸
争
奪
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
や
ゲ
ー
ム

大
会
な
ど
も
行
わ
れ
、

秋
を
満
喫
す
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

秋の味覚 山の幸を満喫!!　
～福賀で自然探訪ときのこ狩り～
秋の味覚 山の幸を満喫!!　
～福賀で自然探訪ときのこ狩り～

　

空
き
家
を
活
用
し
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
10
月
９
日
に
福
賀

地
区
森
見
藤
で
開
催
さ
れ
、
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
広
島
市
の
津
軽
三
味
線 

悠

久
の
会
（
代
表
:
藤
村
久
美

子
）
が
主
催
し
行
わ
れ
た
も
の

で
、
21
世
紀
の
暮
ら
し
方
研
究

所
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
藤
村

さ
ん
が
、
阿
武
町
出
身
の
夫
正

行
さ
ん
の
実
家
を
活
用
し
て
企

画
。
津
軽
三
味
線
の
演
奏
や
い

と
こ
煮
を
振
る
舞
っ
た
茶
話
会

な
ど
も
行
わ
れ
、
町
内
外
の
交

流
を
深
め
る
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。

空
き
家
を
活
用
し
交
流
イ
ベ
ン
ト

　
　
　

２１
C
ラ
ボ
藤
村
さ
ん
が
主
催

空
き
家
を
活
用
し
交
流
イ
ベ
ン
ト

　
　
　

２１
C
ラ
ボ
藤
村
さ
ん
が
主
催

三味線を演奏する藤村さん（真ん中）三味線を演奏する藤村さん（真ん中）

山に入りきのこを発見山に入りきのこを発見おいしいご飯を森の中でおいしいご飯を森の中で

ペンライトを振り歌う平原さん
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マス
コッ
ト作
り

交通
安全
マス
コッ
ト

下関市立大学訪問

面接指導

●「なご教育応援団」による面接指導
～就職試験解禁～
　今年度の就職試験が９月16日に解禁となり、就職を希
望する３年生が試験に臨みました。就職希望者は夏休み中
もほとんど毎日登校し、履歴書の作成や面接練習等に取り
組みました。また、地元企業等による「なご教育応援団」の
方々の御指導のもと、放課後に模擬面接を実施し、各講師
の方から生徒一人ひとりに心温まるアドバイスをいただき
ました。本当に有難うございました。
●手作り交通安全マスコット作製　～阿武町交通安全大会～
　普通科生活総合コースの授業で、本校のイメージキャラ
クター「なごまろ」をデザインした交通安全マスコットを
作りました。材料は手芸用クラフトテープです。それをペ
ンなどに巻きつけ、接着剤で固定してなごまろの形を作っ
ていきます。更に、クラフトテープ・毛糸・フェルトで顔
の表情を作り、頭にキウイの飾りを載せ、最後に鈴のつい
た吊り下げ用の紐を通して完成です。細かい作業もありま
すが、生徒は楽しみながら取り組んでいました。

完成した約100個のマスコット　　　は、９月28日（水）
に行われた阿武町交通安全大会の会場で配られました。
●大学・事業所訪問　～PTA研修旅行～
　１０月２日（日）に、ＰＴＡ活動の一環として研修旅行
を実施し、保護者、教職員合わせて２２名が参加して、下
関市立大学と山陽小野田市の永山酒造を訪問しました。
　午前中は、下関市立大学のオープンキャンパスに参加し
ました。初めに全体説明が行われ、大学の概要や入試全般
についての説明を受けました。その後、経済学の模擬講義
と小論文対策講座が行われ、保護者、教員とも熱心に耳を
傾けていました。
　午後は、永山酒造の「山口ワイナリー」を訪問し、山口
県産の葡萄から作られるワインの製造工場を見学しまし
た。使用する品種や製造工程の説明を受け、工場内の熟成
タンクや瓶詰の機械等を見学しました。ワインの試飲もあ
り、お気に入りの商品を購入する姿も見られました。
　移動中も終始和やかな雰囲気で、有意義な研修旅行とな
りました。

奈　

古　

高　

校

萩
高
校
奈
古
分
校
は
今

　10月９日に奈古河内の小野眞治さん宅の梨園で、イノシシ用のくくり罠にかかったツキノワグマ（全
長148㎝、体重70㎏、オスの成獣）が捕獲され、県・町・警察・地元関係者で対応を協議の上、危険と
判断し銃器で殺処分となりました。
　秋はクマが冬眠に備えて食欲が増す時期で、餌を求めて活動が活発になり
ます。クマと出会わないためには自分の存在を知らせるため、クマ鈴やラジ
オなどの音の出るものを携帯し、万が一出会ってしまったら、クマから目を
離さずゆっくりと静かに後退し刺激しないようにしましょう。
◆問い合わせ　役場経済課　☎２－３１１４

クマの出没に注意！！奈古河内でツキノワグマを捕獲！！
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子
ど
も
会
野
外
交
歓
大
会
＆

　
　
　

子
ど
も
会
花
だ
ん
審
査

　

福
賀
子
育
連
に
よ
る
野
外
交
歓
大
会
が

夏
休
み
の
最
終
日
曜
日
、
８
月
28
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
夏
は
行
事
を
行

う
に
も
、
雨
よ
り
も
熱
中
症
が
気
に
な
る

酷
暑
で
し
た
が
、
地
区
の
中
学
生
が
久
々

に
参
加
す
る
本
大
会
で
残
念
な
が
ら
雨
と

な
り
ま
し
た
。
や
む
な
く
学
校
体
育
館
で
の
開
催
と
な
り
、

ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
フ
リ
ス
ビ
ー
ド
ッ
チ
を
役
員
・
保
護
者
と
と

も
に
行
い
ま
し
た
。
異
年
齢
で
も
等
し
く
遊
べ
る
よ
う
な
ル
ー

ル
づ
く
り
や
低
学
年
の
子
に
も
積
極
的
に
ボ
ー
ル
を
廻
す
な

ど
、
参
加
者
全
員
が
和
気
あ
い
あ
い
の
笑
顔
溢
れ
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
大
会
終
了
後
に
は
、
子
ど
も
会
花
だ
ん
の
出
来
ば

え
を
、
児
童
生
徒
自
ら
が
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
努
力
や
工
夫

が
随
所
に
見
ら
れ
、
公
平
な
評
価
で
、
点
数
を
付
け
る
事
に
、

苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
審
査
に
よ
る
表
彰
は
、
11
月
６
日

の
福
賀
大
農
業
ま
つ
り
の
ス
テ
ー
ジ
上
で
行
わ
れ
ま
す
。

福
賀
高
齢
者
教
室
〜
宇
生
賀
の
埋
も
れ
木
〜

　

福
賀
高
齢
者
教
室
の
９
月
学
級
は
、
９
月
30
日（
金
）に
町

教
委
主
催
の
「
福
賀
の
歴
史
秘
話
」
を

聴
講
す
る
こ
と
で
開
催
し
ま
し
た
。
三

瓶
自
然
館
の
中
村
さ
ん
よ
り
、
湖
沼
か

ら
陸
地
へ
変
わ
る
中
で
植
生
も
変
化
し

ス
ギ
林
が
埋
没
林
と
な
る
過
程
な
ど
、

丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
解
説
に
よ
り
、

全
員
た
ち
ま
ち
太
古
の
世
界
に
誘
わ
れ

ま
し
た
。
か
つ
て
直
径
が
１
ｍ
を
超
え

る
ス
ギ
の
大
森
林
が
宇
生
賀
盆
地
を
埋
め
尽
く
し
て
い
た
風
景

を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
、
沼
地
を
開
墾
し
「
宇
生
賀
の
深
田
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
湿
田
で
米
作
り
を
続
け
ら
れ
た
先
人
の
苦

労
を
偲
び
、
大
地
の
恵
み
の
感
謝
と
、
よ
り
一
層
の
地
域
振
興

を
強
く
考
え
さ
せ
る
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
０
６
回
「
あ
ち
・
こ
ち
祭
り
始
ま
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

９
月
15
日
に
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
１
０
６
回

「
あ
ち
・
こ
ち
祭
り
始
ま
る
」
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
フ
リ
ー
の
部
】
優
勝　

近
藤
政
一（
宇
田
中
央
）、
準
優
勝　

金
﨑　

洋（
尾
無
畑
）、
３
位　

白
石
修
照（
宇
田
中
央
）

【
レ
デ
ィ
の
部
】
優
勝　

中
村
壽
子（
宇
田
中
央
）、
準
優
勝　

堀　

幸
子（
宇
田
浦
）、
３
位　

近
藤
利
津
子（
宇
田
中
央
）

【
ゴ
ー
ル
ド
の
部
】
優
勝　

齊
賀
良
子（
宇
田
浦
）、
準
優
勝　

伊
藤
繁
汎（
宇
田
中
央
）、
３
位　

岩
本　

清（
宇
田
中
央
）

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
見
事
生
か
し
て
!?

　

９
月
21
日
に
ユ
ー
ズ
ボ
ウ
ル
萩
店
で
宇
田
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

主
催
の
ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
回
勝
利
を
逃
し
た
方
は
、
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ボ
ー
ナ
ス
ポ
イ

ン
ト
を
も
ら
え
ま
す
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス

を
生
か
さ
れ
た
幸
運
の
方
は
ど
な
た
で

し
た
で
し
ょ
う
！
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

【
男
性
の
部
】
優
勝　

水
津
幹
男（
宇

田
浦
）、
準
優
勝　

小
田
慎
也（
宇
田
中

央
）、
３
位　

中
村
晶
男（
宇
田
中
央
）

【
女
性
の
部
】
優
勝　

白
石
壽
江（
宇
田
中
央
）、
準
優
勝　

中

村
雅
子（
宇
田
中
央
）、
３
位　

梅
田
春
美（
宇
田
浦
）

赤
組
ひ
さ
び
さ
の
優
勝
！
白
組
の
連
覇
を
阻
止

　

９
月
25
日
に
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
宇
田
郷
地
区
ふ
れ
あ

い
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
清
々
し
い
秋
空
の
も
と
、
１
８

０
人
以
上
の
方
が
集
ま
り
、
運
動
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

芝
生
も
２
年
目
を
迎
え
順
調
に
生
育
し
、
雑
草
と
上
手
く
共

存
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
芝
生
は
更
地
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
違
っ

て
、
柔
ら
か
く
足
腰
に
や
さ
し
い
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
す
。

 

結
果
は
、
白
組
の
４
連
覇
を
止
め
た

赤
組
が
優
勝
し
ま
し
た
。
運
動
会
に

参
加
さ
れ
た
方
、
お
世
話
さ
れ
た
方

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

入賞されたみなさん

雨の中、公平な審査阿武町歴史秘話発見講座

ゴールは目の前

季
節
外
れ
の
猛
暑
の
中
で

　
　
「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！！
」

　
　
　
　
　

〜
奈
古
寿
齢
大
学
〜

　

９
月
27
日
、
奈
古
寿
齢
大
学
９
月
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
あ
ぶ
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
し
た
が
、

も
う
す
ぐ
10
月
に
な
る
と
い
う
の
に
30

度
を
超
え
る
猛
暑
の
中
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

受
講
生
13
人
が
４
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、
８
ホ
ー
ル
を
２
回
、
計
16
ホ
ー
ル
プ
レ
イ
し
ま
し
た
。

　

大
変
暑
い
中
で
し
た
が
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
４
人
も
出

て
、
み
な
さ
ん
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

☆
優　

勝　

白
上　

憲
治
（
釜
屋
）

☆
準
優
勝　

渡
辺
由
美
子
（
釜
屋
）

☆
３　

位　

小
野　

弘
子
（
釜
屋
）

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
！

　
　

た
こ
焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー
！！

　
　

  

〜
奈
古
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
〜

  

９
月
29
日
、
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
９
月

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
い
つ
も
と
違
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

を
作
っ
て
み
よ
う
と
い
う
事
で
〝
粉

物
〞
の
た
こ
焼
き
、
豚
し
ゃ
ぶ
と
蒸
し

な
す
の
ピ
リ
辛
だ
れ
、
ほ
う
じ
茶
ミ
ル

ク
プ
リ
ン
の
３
品
に
学
級
生
７
人
が
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

た
こ
焼
き
は
生
地
を
作
っ
て
焼
き
な
が
ら
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ソ
ー
ス
に
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
食
べ
た
り
、
明
石
焼
き
の
よ
う

に
め
ん
つ
ゆ
に
つ
け
て
食
べ
ま
し
た
。

　

焼
き
な
が
ら
食
べ
る
の
は
お
い
し
く
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
お

し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
楽
し
く
食
べ
ら
れ
た
の
で
、「
た
こ
焼
き
器

を
買
っ
て
家
で
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
学
級
生
も
い
ま
し
た
。 それいけっ!!入賞されたみなさんパーティー開始!! 大きさはこれぐらいかね
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教育のひろば

地域とともに　福賀小地域とともに　福賀小地域とともに　福賀小地域とともに　福賀小地域とともに　福賀小
　今月の学校紹介は、福賀小学校です。福賀小学校は、地域と密接に結び付いているのが特
徴です。小学校からは元気を発信し、地域の皆さんにはいつも温かく支えていただいていま
す。そんな福賀小学校と地域とのつながりを、いくつかご紹介したいと思います。

　福賀小学校は、保育園・地域と一
緒に運動会を開催しています。今年
から春開催になり、名前も「こいの
ぼり大運動会」と一新されました。
　実際に大井川沿いの鯉のぼり立て
に使われた鯉を持って子どもたちが
疾走する「こいのぼりレース」で
は、鯉が元気よく宙を舞い、地域の
皆さんを湧かせていました。

◆福賀地区こいのぼり大運動会

◆福賀ふるさと夢太鼓
　地域の指導者の方々にご指導をいただきな
がら、日々練習に励んでいます。
　「敬老の日大会」や「福田八幡宮例祭」な
ど、地域の行事でも太鼓を披露しています。
普段は穏やかな子どもたちの表情がキュッと
引き締まり、迫力のある演技を披露する姿は
必見です。
　１１月６日の「福賀大農業祭」でも、特設
ステージで太鼓の披露がある予定です。ご来
場の際は、お楽しみください。

◆餅米販売ｉｎ福賀大農業祭
　小学校の隣に「なかよし園」という田んぼがあ
ります。そこで、地域の方や保護者に教えてもら
いながら、田植えや稲刈りをしています。
　収穫された餅米は、子どもたちがパッケージを
考えたり袋詰めをしたりして、大農業祭で販売し
ます。
　福賀の美味しい農作物が集まる大農業祭に、ぜ
ひお越しください。
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か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
最
近
の
情
報
発
信
は

変
化
し
て
き
て
お
り
、「
読
ま
せ
る
」

「
見
せ
る
」
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が

多
く
、
共
感
の
接
点
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
、
思
い
出
不
動
産

で
も
こ
れ
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

雑
誌
を
教
材
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

地
方
の
暮
ら
し
や
仕
事
が
魅
力
的

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
雑
誌
〝
ソ
ト
コ

ト
〞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
教
材

に
、
参
加
者
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
ま
し
た
。

①
仕
事
紹
介
記
事
の
「
文
字
情
報
」

だ
け
を
見
た
印
象　

②
仕
事
紹
介
記

事
の
「
写
真
」
だ
け
を
見
た
印
象
を

付
箋
で
貼
り
出
し
、
得
ら
れ
る
情
報

が
ど
う
変
わ
っ
た
か
を
ま
と
め
ま
し

た
。
そ
し
て
、
③
記
事
の
完
全
版
を

見
て
「
こ
の
表
現
が
良
い
」「
こ
こ

か
ら
よ
く
伝
わ
っ
て
来
る
」
と
い
う

箇
所
に
し
る
し
を
し
た
り
し
て
、
最

後
に
班
で
ま
と
め
共
有
・
発
表
し
ま

し
た
。

●
取
材
を
す
る
と
き
は
「
お
ど
ろ
く

目
」
と
「
よ
り
そ
う
耳
」
が
大
切

●
写
真
は
人
だ
け
で
な
く
道
具
や
場

所
も
写
し
た
方
が
良
い　

な
ど
の
気

付
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
思
い
出
不
動
産
記
事
作

成
に
向
け
て
、
実
際
に
空
き
家
の
持

ち
主
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た

り
、
数
軒
の
空
き
家
を
見
学
し
て
回

る
予
定
で
す
。

ま
ち
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
呼
び
起
こ
す

　

21
世
紀
の
暮

ら
し
方
研
究
所

（
以
下
：
ラ
ボ
）

の
第
５
回
講
座

が
９
月
24
日
、

奈
古
地
区
の
水

甚
で
行
わ
れ
30

人
が
参
加
し
ま

し
た
。

 

ラ
ボ
で
は
現

在
、「
思
い
出
不
動
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
空
き
家
の
情
報
を
従
来
の
不
動
産

情
報
だ
け
で
は
な
く
、
家
や
地
域
の

成
立
ち
･
持
ち
主
が
大
切
に
さ
れ
た

想
い
･
周
辺
地
域
の
特
徴
な
ど
と
共

に
魅
力
的
に
発
信
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
】」
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
い
い
！
」
と
思
え
る

記
事
に
は
、
ど
ん
な
工
夫
が
隠
さ
れ

て
い
る
ん
だ
ろ
う
!?
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
し
て
、
魅
力
的
な
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
雑
誌
を
教
材
に
し
て
、

そ
の
「
伝
え
方
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
み

ん
な
で
探
り
ま
し
た
。

共
感
を
増
や
す
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

が
大
切

　

ま
ず
求
人
情
報
や
不
動
産
情
報

は
、
な
ぜ
同
じ
よ
う
な
発
信
の
仕
方

に
な
っ
て
い
る
の
か
考
え
ま
し
た
。

●
他
と
見
比
べ
る
こ
と
が
で
き
て
分

か
り
や
す
い　

な
ど
の
意
見
が
出

て
、
基
礎
情
報
と
し
て
大
切
な
情
報

が
詰
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分

グループごとのグループごとの
発表を行いました発表を行いました
グループごとの
発表を行いました

場所：水甚（阿武町大字奈古２６６１－２）
内容：「空き家でのインタビューに行ってみよう！」
　　　フィールドワーク です！
★１３：１０までに道の駅阿武町温水プール前に集合していただくと、会場までご案内します。

場所：水甚（阿武町大字奈古２６６１－２）
内容：「空き家でのインタビューに行ってみよう！」
　　　フィールドワーク です！
★１３：１０までに道の駅阿武町温水プール前に集合していただくと、会場までご案内します。

町内空き家の持ち主さん
に、実際にお話を伺いま
す。また、他の空き家も
見学して回りながら、思
い出不動産の記事化につ
なげていく予定です♪

◆問い合わせ　21世紀の暮らし方研究所事務局（役場総務課企画広報係）☎２－３１１１

次回ラボの開催予定
１０月２２日（土）１３：３０～１６：３０

どなたでも参加歓迎！！

21
Ｃ
ラ
ボ
通
信

「見せる」インタビュー記事で共感増やす
“思い出不動産”の記事化につながる　「伝え方のコツ」を学ぶ“思い出不動産”の記事化につながる　「伝え方のコツ」を学ぶ“思い出不動産”の記事化につながる　「伝え方のコツ」を学ぶ

　阿武町に住んでいる人なら誰もが一度は目にしたことがあるであろう「埋もれ木」。町内の
公共機関には必ず置いてあるといっても過言ではないですが、みなさん埋もれ木のことをどれ
くらい知っていますか？今回は宇生賀の埋もれ木がどのようにして現在に残るに至ったのか、

島根県立三瓶自然館の中村 唯史さんを講師に、この謎に迫りました。
　火山の影響で形成された宇生賀盆地は当初は湖沼の状態であったため、地下深くは水分を多
量に含んだ土壌で形成されています。約3,500年前、この土壌が枯死したスギの根株部分を
「缶詰」の状態で酸素から守り、現在まで埋もれ木が残ることにつながりました。3,000年以
上の時を超えて現在まで残る埋もれ木は湖沼、湿地化、陸地化してきた宇生賀盆地の植生変化

を示すなど太古の森林環境を伝える動かぬ証拠として様々なことを語ります。
　また、中村先生は同じ火山活動による埋もれ木の事例として三瓶小豆原埋没林を紹介され、
約4,000年の時を超え現在も直立した状態で残る長大な幹の太さは直径2m以上あり、長いも
のでは12m以上の幹が直立した状態で残っているとのこと。宇生賀の埋もれ木もこれに匹敵
すると考えられ、当時の宇生賀盆地の様子を想像することができるのではないでしょうか？

阿武町歴史秘話発見講座　９／３０　 教育委員会レポート

埋もれ木の
謎に迫ります

質問をする受講者

講師の中村唯史さん

埋もれ木が語る埋もれ史
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【問い合わせ】役場民生課　保健師・栄養士　☎2-3113

♪ハッピーあぶ町　おすすめ健康習慣♪

「検診・ハハ歯・うましお」その⑥

■自分の歯ぐきを確認し、自分の歯にあった
　歯みがきをすることも大切です。
歯ぐきは、場所によって高さが違います。
そのため、まっすぐに歯ブラシで磨いていても歯と歯ぐきの間に
歯垢が残ってしまい、むし歯や歯周病の原因になってしまうこと
があります。鏡で状態を確認し、歯ぐきの高さに合わせた歯みが
きをすることが必要です。また、先端のとがったタフトブラシで
歯と歯ぐきの間を磨くとより歯垢を取り除きやすくなります。

１年に１回受けよう！大腸がん検診♪
～大腸がん検診　Ｑ＆Ａ～

自分にあった歯みがきをしよう！

★健康寿命を伸ばすのは“野菜のとり方”です★
～あなたの体は食べたものから作られる！～

個別検診（医療機関で受診）は 
平成29年1月31日（火）まで実施しています。
希望する医療機関で容器を受け取ってください。
役場民生課にも容器を準備しています。ご希望の
方はご連絡ください。

■便秘：女性は、「便秘」に若い頃から苦しむ
人も多く、長期間の便秘は腸内環境を悪くしま
す
■女性ホルモンの減少：女性ホルモンには大腸
がんの防御作用があります。更年期になると女
性ホルモンが急激に減少しリスクが高まります
■検診や検査への不安・躊躇：女性は「恥ずか
しい」という理由で病院に行くことを躊躇しが
ちで症状が悪化してしまうケースが多いです

なぜ、女性のがん死亡率
トップが大腸がんなの？

便潜血反応は、がんやポリープの表面からの出血を見
ています。しかし毎回必ず出血するわけではありませ
ん。早期に発見するためには毎年、検診を受けること
が大切です。

毎年、検診を受ける
必要がありますか？

一般的に大腸内視鏡検査を行います。下剤や洗浄液を
服用して大腸の中をきれいにして検査を行います。
がん・潰瘍・ポリープ・炎症性腸炎・痔など、ほかの
病気で出血し、陽性反応が出る場合もあります。怖い
のは、陽性反応が出ても「痔だから、これ以上の検査
は必要ない」と楽観的に自
己判断をしてしまうケース
です。精密検査が必要な場
合は、必ず検査を受けま
しょう。

検診で「精密検査」と言われたら？

タフト
ブラシ

まっすぐ磨いただ
けでは歯と歯ぐき
の隙間が磨けてい
ないことも！
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エ
コ
の
日

毎
月
19
日
は
、地
球
に
良
い
こ
と
を
す
る「
エ
コ
の
日
で
す
」。　

10
月
は
、「
お
湯
を
節
約
し
ま
し
ょ
う
」

　あぶ町食育しあわせプラン実行委員会では、小中学生とその保護者を対象に地元食材を使ったアイデア料
理を募集しました。９月８日（木）に１次審査（書類審査）、９月24日（土）には、1次審査を通過された5組
のみなさんに集まっていただき、町民センターで2次審査（試食審査）を行いました。少し緊張気味でス
タートした２次審査でしたが、次第に緊張もほぐれ、和気あいあいとした雰囲気の中でコンテストが進みま
した。家族のみなさんで研究を重ねた自慢のアイデア料理を一生懸命に、また親子協力のもと楽しそうに作
られる姿は感動的ですらありました。
　今後、学校給食部門エントリーの２品は学校給食の献立となります。また、お店部門エントリー作品の内
の数点はご協力いただいたお店で（ダイニングカフェ８４６・ちっぽら食堂・道の駅阿武町お惣菜コーナー）で
メニュー化されます。楽しみにしておいてくださいね。みなさんのご応募、本当にありがとうございました！

ツ
ノ
が
な
い
け
ど
お
い
し
い

牛
飯
を
作
る
夏
帆
さ
ん

レ
ン
コ
鯛
の
カ
レ
ー
風
味
あ
げ
を

作
る
麻
理
亜
さ
ん

厚
あ
げ
ピ
ザ
を
作
る

き
ら
り
さ
ん
と
翼
く
ん

【審査員4人】
経済課長：野原　淳
教育委員会：山村義弘
阿武町生活改善実行グループ
　　連絡協議会会長：中野逸子
給食調理員：藤村綾子

【審査結果】　お店部門：最優秀賞
「アブンバ」福賀小６年　池埜正登志（まさとし）くん・美登里さん

【審査結果】学校給食部門：最優秀賞
「ツノがないけどおいしい牛飯」
阿武中１年　石川夏帆（なつほ）さん・高志さん

「ダイニングカフェ８４６」ではお店部
門の最優秀賞の「アブンバ」と福賀小５
年黒川優斗（まさと）くんの「ふわふわ
梨ゼリー」が11月12日（土）～20日（日）
までメニュー化されます。もしも、品切
れの場合は再度お店に足を運んでくださ
いね！「ふわふわ梨ゼリー」はお店の
ショーケースに並びますよ！ぜひ、みな
さん食べに行ってくださいね！　

「学校給食」では阿武中1年石川夏帆
（なつほ）さんの「ツノがないけどおい
しい牛飯」と阿武小2年高橋きらりさ
ん、阿武小6年高橋翼（つばさ）くんの
「厚あげピザ」がメニュー化されます！
いつ給食に出るかはお楽しみに！

「ちっぽら食堂」では阿武小５
年中村麻理亜（まりあ）さんの
「レンコ鯛のカレー風味あげ」
をアレンジしてメニュー化され
ます！お楽しみに！

「道の駅阿武町お惣菜コー
ナー」では福賀小６年池埜
正登志（まさとし）くんの
「アブンバ」がメニュー化
されます！いつ食べられる
かな？お楽しみに！

ア
ブ
ン
バ
を
作
る
正
登
志
く
ん

お
つ
ま
み
に
お
す
す
め
! !

無
角
和
牛
の
生
春
巻
き

を
作
る
翔
真
く
ん

～みんなのおいしい料理が体を育て、心を豊かにします！～
がんばったみんなの素敵な笑顔！

～みんなのおいしい料理が体を育て、心を豊かにします！～
がんばったみんなの素敵な笑顔！



　家電リサイクル対象商品（エアコン・テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機）を直接持ち込
むことのできる指定引取場所が下記のとおり変更になりました。（8月の広報と
一緒に配付した『家庭ゴミの分別と出し方』の8ページ掲載内容について変更）　
〔指定引取場所〕 中国名鉄運送（株）萩営業所
〔住　　　　所〕 萩市大字椿東2918-3（以前と変更なし）
〔電 話 番 号〕 0838-22-0707
※家電リサイクル対象商品（エアコン・テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機）を出される際
　には、まず郵便局の窓口で品目とメーカー等を伝え「家電リサイクル券」を購入してください。

■民生課より、“ゴミの出し方について”お知らせ■

大型ゴミとして出す場合
①民生課（☎2ー3113）へ電話で予約
②郵便局で「家電リサイクル券」を購入し民
　生課窓口又は各支所へ持参
③荷票７枚を購入（民生課又は町内販売店で）
　し、廃家電に貼る
④大型ゴミ回収日の8時までに出す

直接持ち込む場合
①郵便局で「家電リサイクル券」を購入
②中国名鉄運送（株）に事前連絡し、持込可能な日
　時を確認
③廃家電と「家電リサイクル券」を直接持ち込む

★詳しくは民生課　☎2ー3113まで
　お問い合わせください。
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団体の部

阿武町 緑のカーテンコンテスト 優秀作品決定！！

総数３３作品もの応募をいただき、本当にありがとうございました！
今年の夏は暑い日が続きましたが、努力と工夫をされ育てられていることが伝わってきました。
緑のカーテンがあることで、家の周囲の表面温度を抑えることができます。来年もコンテストを行い
ます。ぜひみんなで一緒に、楽しく取り組みましょう☆

平成
２８年度

●問い合わせ　阿武町地球温暖化対策地域協議会事務局　☎２－３１１３（役場民生課 環境保健係）

最優秀賞
松原　利直さん（中村） 優秀賞

林　昌敏 さん（浜の一）

努力賞
金田　富慈江さん（寺東）

最優秀賞
道の駅温水
プール

努力賞
西村　洋子さん（下笹尾）

奨励賞
小田　千菊さん（宇久）

奨励賞
横溝　千鶴子さん（東方）

努力賞
岩本　良夫さん（木与）

新
人
賞

高
畑 

和
典
さ
ん（
惣
郷
）

モ
デ
ル
カ
ー
テ
ン

阿
武
中
学
校

優
秀
賞

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩

宇
田
郷
ふ
れ
あ
い
店
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町
で
は
、
集
落
排
水
事
業
の
実
施
区

域
以
外
の
地
域
に
お
い
て
、
家
庭
用
の

合
併
浄
化
槽
設
置
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
補
助
制
度
が
あ
り
、
現
在
、
平
成

28
年
度
に
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を

希
望
さ
れ
る
方
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
申
し
込
み
の
連
絡
が
な
い

と
、
予
算
不
足
で
補
助
金
の
支
払
い
が

出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
設

置
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
16
日

（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平成28年度 家庭用合併浄化槽
設置補助金受付中

【申し込み・問い合わせ】
民生課　環境保健係　☎２－３１１３までご相談ください。

住宅の延べ面積 浄化槽の大きさ 補助金額

１３０㎡まで 5人槽 ３９０，０００円

１３１㎡以上 ７人槽 ５６２，０００円

お早めに！！

　萩健康福祉センターでは、社会的ひきこもりに悩んでおられる方を対象に、正し
い知識やコミュニケーションの方法を学ぶための「家族教室」を開催します。

　山口県内で腸管出血性大腸菌感染症にかかる方が増えています。
■腸管出血性大腸菌感染症とは
大腸菌は家畜や人の腸内にも存在し、ほとんどは害がありません。しかし、その中には毒素をつくり、
下痢等の症状を引き起こす大腸菌もいます。腸管出血性大腸菌もその一つです。夏から
秋にかけて患者数の増加がみられ、主に加熱の不十分な食べ物や便から感染します。
■症状　軽い下痢、水のような下痢、激しい腹痛、血の混じった便
■予防の方法
　①調理前や、排せつ物を触った後は、石けんでよく手を洗いましょう。
　②食品は、中心部までよく加熱（75℃、1分以上）し、調理後は、なるべく早く食べましょう。
　③お子さんや高齢の方は、生肉を食べないようにしましょう。
　十分な手洗いと食品の十分な加熱等、感染予防対策に努めるとともに、腹痛や下痢等の症状がある
場合は、早めに医療機関を受診するようにしましょう。

【問い合わせ】山口県萩健康福祉センター　☎０８３８－２５－２６６７

【開催日程】

【開催場所】萩健康福祉センター（11/10）、長門健康福祉センター（10/27、12/15）
【対　　象】社会的ひきこもりに悩んでおられるご家族
【参 加 費】無料（ただし、お茶代をいただく回もあります。御了承ください）
【参加申込】参加を希望される方は、まずは電話にてご連絡ください。
　　　　　　申込期日：平成２８年１０月２６日（水）まで

「ひきこもり」とは？　ひきこもりとは、「自宅にひきこもり、学校や会社に行かず、家族以
外の親密な対人関係がない状態」のことで、その原因はさまざまです。精神的な病気の場合も
ありますが、最近ではむしろそうでない場合が増えています。

日　　　　時
１

２

３

10月27日（木）

11月10日（木）

12月15日（木）

13:30
～

16:00

ひきこもりを知ろう
ひきこもりに伴う症状とその対処法
家族の体験談
コミュニケーション技法
地域にあるサポート資源の活用

精神保健福祉センター職員
萩病院　臨床心理士
ひきこもり経験者の家族

精神保健福祉センター職員

内　　　容 講      　　　　師

“ひきこもり”に対するコミュニケーション教室
～ 家族が変わることで、本人が変わる ～

腸管出血性大腸菌感染症の予防について

◇問い合わせ◇　萩健康福祉センター　☎０８３８－２５－２６６７
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　３月12日（日） 
■譲渡申し込み受付　１０時４５分～１１時１５分
■飼い主決定会　１１時１５分～
■譲渡時講習会　飼い主決定会終了後、１５分程度
○注意事項　犬・猫の学習会（譲渡前講習会）未
　受講の方、及び未成年の方には、犬・猫をお譲
　りできません。
○問い合わせ　〒７５４－０８９１
　山口市陶９４３－１２　山口県動物愛護センター
　☎０８３－９７３－８３１５　FAX ０８３－９７３－８３４１

　山口県動物愛護センターでは、殺処分される
犬・猫を減少させるため、地域の模範的飼い主と
して活躍していただける方を対象に、犬・猫をお
譲りしています。
　お譲りに際しては、安易に飼い始めることを防
止するため、事前に講習会を受講していただきま
す。　
○「犬・猫の譲渡会」開催日・スケジュール
　平成２８年１１月１３日（日）、12月１１日（日）、 
　平成29年１月８日（日）、２月12日（日）、

平成２８年度下半期「犬・猫の譲渡会」

｢社会保険料（国民年金保険料）控除証明書｣
が発行されます

～納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！
年末調整・確定申告まで大切に保管してください～

　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。
　控除の対象となるのは、平成２８年１月から１２月までに納められた保険料の全額です。過去の年度分
や追納された保険料も含まれます。
 また、ご自身の保険料だけでなく、配偶者やご家族(お子様等)の負担すべき国民年金保険料を支払っ
ている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、平成２８年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末調
整や確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要となり
ます。　　　
　このため、平成２８年１月１日から９月３０日までの間に国民年金保険料を納付された方には、１１月
上旬に日本年金機構から「社会保険料国民年金保険料)控除証明書」が送られますので、申告書の提出
の際には必ずこの証明書または領収証書を添付してください。（※１０月以降の保険料は、納付見込額
として標記されます）
　また、平成２８年１０月１日から１２月３１日までの間に、今年初めて国民年金保険料を納められた方へ
は、翌年の２月上旬に送られます。
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときも心強い味方となる制
度です。保険料は納め忘れのないようきちんと納めましょう。
■問い合わせ　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８ー２４ー２１５８
　　　　　　　役場住民課住民係　　　　　☎２ー０５００
　　　　　　　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

年金のたより

山口県では、家庭の元気応援キャンペーンを展開しています。
　　10月は「やまぐち家庭教育支援強化月間」です！
スローガン「早寝早起き朝ごはん本を読んで外遊び　みんな仲良く今日も元気」
◆問い合わせ　山口県教育庁社会教育・文化財課　☎083－933－4661

家庭の元気
応援キャン
ペーンキャ
ラクター

ファミリン

◆問い合わせ　役場民生課　℡２－３１１５

虐
待
と
は
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今
度
生
ま
れ
た
孫
の
名
前
は
男
か
女
か
分
か
ら
ん　

と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
言
う

ど
っ
ち
で
も
可
愛
い
か
ら
え
え
や
な
い
の　

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
答
え
る　

そ
ら
そ
や
な　

と
二
人
で
笑
う

女
と
男
の
一
行
詩

ひ
と

ひ
と ■日時　１１月１２日(土)、１３日（日）
　　　　９時３０分～１５時頃
■場所　「福の里直売所」福賀の国道３１５号線沿
■内容　◆もちまき／両日13時～　◆販売コー
ナー／新鮮野菜、漬物、おこわ、寿司、柏餅、イ
カの塩辛、焼きわかめ、焼き菓子、手作りパン、
米粉パン、クッキー、ジャム各種などの販売　◆
飲食コーナー／手打ちそば、うどん、おにぎり、
ぜんざい、コーヒーなどホット飲料　◆体験コー
ナー／杵つき餅体験、きな粉挽き体験、野菜収穫
体験（有料）　◆その他／国道315・376号沿線
の各朝市・直売所で特産品の販売、抽選で地域特
産品が当たるスタンプラリーなどのイベントを開
催。
　ぜひご家族・お友だち同士でご来場ください！
■問い合わせ　役場経済課　☎２－３１１４

恒例のルーラル３１５・３７６
フェスタを福の里で開催！

　町政に提言がある方は、提
言箱にご投書ください。
　どんなささいな事でもかま
いません。自由な提案、ご意
見をお寄せください。
【設置場所】役場本庁１階・
　町民センター・福賀支所・
　宇田郷支所
※投書様式に定めはありませ
　ん（任意）

◆問い合わせ　役場総務課　　☎２－３１１１

町政へ提言はありませんか？
「町長への提言箱」を

町内４箇所に設置しています

必ずチェック 最低賃金！　使用者も 労働者も

効力発生日　平成２８年１０月１日
パート、アルバイト等を含め、すべての労働者に
最低賃金以上の賃金が支払われなければなりません。
　詳しくは　山口労働局労働基準部賃金室（☎０
８３－９９５－０３７２）又は最寄りの労働基準監督
署にお尋ねください。

山口県最低賃金が
改正されました

１時間　７５３円

　運動習慣の少ないみなさん。いつの間にか、ス
タミナや筋力が低下します。そこで、気軽にでき
る「ピラティス」をしてみませんか？
　「ヨガ」は心や精神の面にアプローチすること
に重きをおいていますが、「ピラティス」の方は
肉体の鍛錬に重きを置いています。心のリフレッ
シュと同時に充実感も感じられます。ぜひ、ご参
加ください。
●特徴：
①腰痛・膝痛があっても大丈夫！だれもが無理な
く簡単に始められます。
②屋内で毎日できる運動です。
③メタボ予防にも効果があります。

軽運動で、体力ＵＰ、筋力ＵＰ！
「第2回 にこにこピラティス教室」
～ＡＢＵ３・３０運動推進事業～

●持参物：バスタオル2枚（または、ヨガマッ
ト）、汗拭き用のタオル、水等の飲み物
●日時：12月３日（土）10：00～11：3０
●場所：ふれあいセンター（宇田郷）多目的ホール
●募集人員：40人（定員になり次第締め切り）
●申込み方法：各公民館の申込み用紙、または電
話
●問い合わせ：阿武町教育委員会
　☎０８３８８－２－０５０１

戸川勝也先生
プロフィール

スポーツクラブのインス
トラクターを経て現在
は、宇部市内の病院のト
レーニングセンターで働
いています。現役のス
ポーツトレーナーです。

戸川勝也先生▼

■
日
時　

11
月
19
日（
土
）
10
時
〜
15
時

■
場
所　

森
の
館
萩（
福
井
下
、
阿
武
萩
森
林
組
合
）

■
内
容　

大
板
山
た
た
ら
太
鼓
の
演
奏
、
木
工
ク
ラ

　

フ
ト
、
椎
茸
駒
打
ち
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
森
の

○
×
ク
イ
ズ
、
も
ち
ま
き
な
ど　

※
各
地
域
の
特

産
品
販
売
や
軽
食
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

■
主
催　

萩
地
域
林
業
振
興
会
連
絡
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ

　

萩
農
林
事
務
所

　

森
林
部
森
林
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
３
８
ー
22
ー
３
３
６
６

阿
武
川
流
域

森
林
だ
く
さ
ん
祭
り
２
０
１
6

〜
森
の
恵
み
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

も　
　

 

り



▼
日
時　

11
月
９
日（
水
）
９
時

〜
12
時

▼
場
所　

阿
武
町
役
場　

小
会
議

室
▼
相
談
員　

生
活
困
窮
者
自
立
相

談
支
援
員

▼
内
容　

生
活
に
困
っ
て
い
る
。

仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
。
将
来

が
不
安
。
病
気
で
働
け
な
い
等

お
困
り
ご
と
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

一
緒
に
考
え
、
解
決
へ
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

　

※
事
前
予
約
制
（
前
日
ま
で
）

▼
申
し
込
み　

役
場
民
生
課

　

☎
２
―
３
１
１
５

　

介
護
職
を
希
望
さ
れ
る
方
と
企

業
の
出
会
い
の
場
と
し
て
「
介
護

就
職
面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

介
護
関
係
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る

方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
15
日 

13
時
30
分

〜
15
時
30
分

▼
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩 

会

議
室

▼
参
加
企
業
等　

就
業
場
所
が
阿

武
町
・
萩
市
・
長
門
市
の
事
業

所　

※
参
加
企
業
は
11
月
初
旬

に
決
定

▼
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩

　

☎
０
８
３
８
―
22
―
０
７
１
４

▼
日
時　

11
月
20
日（
日
）９
時
15

分
〜

▼
場
所　

萩
総
合
支
援
学
校

▼
内
容　

児
童
・
生
徒
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
作
品
展
示
、
育
友
会

バ
ザ
ー
、
食
堂
、
喫
茶
等

▼
問
い
合
わ
せ　

山
口
県
立
萩
総

合
支
援
学
校　

萩
総
ま
つ
り
広

報
部　

☎
０
８
３
８
―
25
―
７

２
８
０
（
三
好
・
藤
村
）

●
税
を
考
え
る
週
間
（
11
月
11
日

〜
17
日
）

　

「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
行
事
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早
期
退
職　

夫
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ　

専
業
主
夫　

そ
の
姿
に
惚
れ
直
し

お し ら せ

お
知
ら
せ

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

　
　

法
に
よ
る
相
談
会

介
護
就
職
面
接
会

全
国
一
斉
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
　
　
　
　

強
化
週
間

第
35
回
萩
総
ま
つ
り

里
親
制
度
説
明
会

萩
税
務
署
か
ら
の

　
　
　
　

お
知
ら
せ

ひ
と

ひ
と

と
し
て
、
管
内
の
児
童
・
生
徒
の

皆
さ
ん
か
ら
応
募
し
て
い
た
だ
い

た
租
税
作
品
（
絵
は
が
き
・
作

文
・
習
字
）
を
展
示
し
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
12
日
〜
19
日

▼
場
所　

ス
ペ
ー
ス
ゼ
ッ
ト

　
（
田
町
商
店
街
旧
福
永
金
物
店
）

●
年
末
調
整
説
明
会

 

源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
を
対
象

に
し
た
平
成
28
年
分
の
年
末
調
整

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

①
11
月
17
日（
木
）10
時
〜
12
時
・

萩
市
須
佐
総
合
事
務
所
３
階　

大
会
議
室

②
11
月
18
日（
金
）10
時
〜
12
時
・

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ　

萩
税
務
署　

総

務
課　

☎
０
８
３
８
―
22
―
０

９
０
０
（
代
表
）

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
案

内
番
号
「
２
」
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

　
「
里
親
に
な
り
た
い
」
な
ど
、

里
親
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
を
対

象
に
し
た
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。（
事
前
申
込
不
要
）

▼
日
時　

11
月
18
日（
金
）　

13
時

30
分
〜
14
時
30
分

▼
場
所　

山
口
県
萩
総
合
庁
舎
１

階　

第
１
会
議
室

▼
主
催
・
問
い
合
わ
せ　

萩
児
童

相
談
所　

☎
０
８
３
８
―
22
―

１
１
５
０

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
ま
た
は
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？
山
口
地
方
法
務
局
及

び
山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
に
よ
る
電
話
相
談
を
、
時

間
を
延
長
し
て
実
施
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

▼
実
施
期
間　

11
月
14
日（
月
）〜

11
月
20
日（
日
）ま
で

▼
受
付
時
間

・
平
日　

８
時
30
分
〜
19
時
ま
で

・
土
曜
・
日
曜
日　

10
時
〜
17
時

ま
で

▼
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１

０
（
全
国
統
一
番
号
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　

☎
０
８
３
―
９
２
２
―
２
２
９

５

休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 08388-5-0863
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
（郡）萩市弥富診療センター 弥　富 08387-8-2311
（郡）萩市須佐診療センター 須　佐 08387-6-2540
（郡）齋　藤　医　院 奈　古 08388-2-2838

休日当番医

緊急の場合は１１９番

萩・阿武健康ダイヤル２４
24時間年中無休で健康や医療に関する
相談を受け付けています。

日曜日、祝日、年末年始は休日急患診療センターへ
☎0838-26-1397（内科・外科・小児科・歯科）

☎0120-506-322
★携帯電話に登録すると便利です

10/23㊐
10/30㊐
11/3㊍
11/6㊐
11/13㊐
11/20㊐
11/23㊌

通話料・
相談料無料( )

※当番医の確認は役場または各支所へ
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こ
の
世
の
バ
ラ
ン
ス　

草
食
だ
ろ
う
が　

肉
食
だ
ろ
う
が　

男
と
女　

い
れ
ば
こ
そ

ひ
と

ひ
と

日 曜 行　　　事　　　予　　　定
2
3

4

5
6

7

8
9
10

11

12
13

14

15

16
18

19

20
21
22
24

25

29

水
木

金

土
日

月

火
水
木

金

土
日

月

火

水
金

土

日
月
火
木

金

火

11月

阿武町の人口と世帯数 （9月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,319（－4 ）

　614（－1 ）

　578（－5 ）

3,511（－10）

1,061（－2 ）

　286（－1 ）

　301（－1 ）

1,648（－4 ）

転入　 3

転出　 6

出生　 0

死亡　 7

9月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

101
（121）
2

（10）

8
（7）
0
（0）

0
（1）
0
（0）

0
（0）

8
（6）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

●問い合わせ　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714
求人数 年齢 賃　　金 業　　種

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）

会　社　名
１人

１人

３人

２人

不問

64歳以下

35歳以下

不問

129,860円

250,000円～400,000円

142,200円～162,580円

154,000円

プラスチック製品仕上げ検査工
１級土木工施行管理技士
または建築施工管理技士

総合職
(農協事業における事務全般)

農業技術支援員

鶴惣工業㈱ 福賀工場

小田建設㈱

あぶらんど萩農業協同組合

社会福祉法人E.G.F

町内の求人情報10月分 10月11日現在

ヘ
ル

スメ
イト☆おすすめ料

理

奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
宇田郷ふれあい祭り　10:00【ふれあいセンターほか】
ユメセン（夢の先生教室）10:30【阿武中学校】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:00【福賀小グラウンド】
道の駅･グリーンパークあぶ防犯点検【道の駅・グリーンパークあぶ】
第３５回福賀大農業まつり　8:30【福賀小グラウンド】
のびのび幼児健診　13:00【母子健康センター】
阿武中学校立志式【鹿島・西台・惣郷鉄橋】
人権学習講座（宇田郷）14:30【町民センター】
防火パレード　9:30【町内三地区】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会　8:30【役場会議室】
福賀月例ボウリング大会　19:30【ユーズボウル萩】
ルーラル315・376フェスタ（～13日）9:00【福の里直売所】
秋の奈古やかグラウンドゴルフ　8:30【グリーンパークあぶ】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
県知事メッセージ朗読　交通安全母の会・萩署長　10:00【公室】
阿武町職員人権研修会　14:00【役場会議室】
福賀高齢者移動教室　8:00【北九州方面】
宇田郷寿齢大学　10:00【ふれあいセンター】
宇田寿齢会連絡協議会役員・集落世話人会議　13:30【ふれあいセンター】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
奈古文化展（～20日）8:30【町民センター】
福賀小学校学習発表会　9:00【福賀小学校】
阿武川流域森林だくさん祭り　10:00【森の館 萩（阿武萩森林組合）】
21世紀の暮らし方研究所 第７回講座　13:30【奈古 水甚】
さん３ふるさと祭り　9:00【阿武小中グラウンド】
阿武町総合教育会議　14:00【大会議室】
福賀スポーツ少年団体力テスト　16:00【のうそんセンター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
人権を考える集い推進大会　13:50【町民センター】
宇田郷地区子ども会育成連絡協議会役員会　19:30【ふれあいセンター】
交通安全（危険交差点）現地指導　10:30【福賀・春木交差点】
女団連・消団連生活設計家計管理講習会　13:30【のうそんセンター】

［材料（４人分）］
甘酒（ストレート）
 １３０cc
缶とうもろこし
（そのまま使用できるもの） 
 １８０ｇ
豆乳（無調整）
 ２８０cc
［作り方］
①玉ねぎは薄切りにし
　てさっと茹でてから水気をきっておく。
②ミキサーに水気をきった缶とうもろこ
し、①の玉ねぎ、甘酒、豆乳、オリー
ブ油を入れてなめらかになるまでかけ
る。
③ボウルに②を出して塩、こしょうで味
を整えて器に盛る。

※これからの寒い時期には②の次に鍋に
入れて、焦げないように混ぜながら弱
火で温めると、より一層おいしく食べ
られます。

「元気で長生きしょーレシピ！（低栄養予防）」より

甘酒とうもろこしの
冷たいスープ

玉ねぎ ８０ｇ
オリーブ油
 小さじ１/２
塩 小さじ１/３
こしょう 少々

夏季ふれあいキッチンメニューより



　長距離を移動し旅する蝶と
して知られるアサギマダラが
１０月４日頃から、宇田郷の長
浜パーキングに飛来していま
す。昨年から清水教昭さん
（宇田浦）がフジバカマを植え
られており、蜜を求めて２０羽
以上が飛来しているとのこと
です。

今年もアサギマダラが宇田郷に飛来

◆問い合わせ　あぶフォト倶楽部事務局　☎2ー3111

作品は道の駅温泉棟１階に展示中
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●コメント：大通りをはずれて路地を覗いてみれば、人々
の暮らしぶりをうかがうことができます。たとえば軒先の
鉢植、ポストの郵便物、洗濯物、地面に垂れたホース…。
路地はさまざまな情報であふれています。そしてこの日、
特に目を引いたのが自転車でした。撮影日は雨天で、自転
車で外に出るひとはあまりないのでしょう。ひとつの路地
に、たくさんの自転車が停められている様子は、ありのま
まの日常のすがたでありながら、この日ならではの特別な
風景でもあるように感じました。静的な画に見えるかもし
れませんが、こういったところにこそ、「生活」という動
きが隠されているように思うのです。

会員作品紹介
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生
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杉
本 

沙
耶（
防
府
市
）

第31回　阿武町力くらべ綱引き大会
　この大会は、綱引きをとおして、体力づくり・健康の増進及び町民相
互の親睦を図ることを目的として開催されます。
　たくさんの参加と応援をお待ちしています。

〇日時　１２月４日（日）
　開会式　９：００　競技　９：３０～１２：００（予定）
〇場所　阿武町体育センター
〇申込み方法　各公民館の申込み用紙
〇問い合わせ　阿武町教育委員会　☎０８３８８－２－０５０１

次回定例会は　１０月２４日（月）１９：００～　町民センター 講座室です。

山口県ＰＴＡ連合会主催
「たのしい子育てキャンペーン」

三行詩コンクール
【一般の部 会長賞】黒川慶子さん（中村）
　小さなあなたはたくさんのことを教えてくれる

　人を生み育てる喜びと大変さ
　私を同じように産み育ててくれた
　両親への感謝の気持ち

　私を親にしてくれてありがとう
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